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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に異なる流体通過特性を有する複数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、
流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消毒装置において、
　前記流体の圧力もしくは流量を、前記内視鏡管路の流体通過特性に応じて、前記内視鏡
管路の耐性限度以上の値から前記内視鏡管路毎に所定の設定値に調整すると共に、前記流
体を前記内視鏡管路に供給する流体調整供給手段と、
　前記内視鏡管路を流れる前記流体の圧力もしくは流量を測定する測定手段と、
　当該測定による測定値および前記設定値に基づき比較演算を行うことにより、前記内視
鏡管路の詰まり状況を検出する検出手段とを含み、且つ、
　前記設定値は、前記測定手段が前記流体の圧力もしくは流量を測定可能な値に設定され
る内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項２】
　一の内視鏡管路の管路抵抗が他の一の内視鏡管路と比較して大きい場合には、前記測定
手段に前記一の内視鏡管路に供給される前記流体の圧力が、前記他の一の内視鏡管路の圧
力よりも高く調整される請求項１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項３】
　一の内視鏡管路の管路抵抗が他の一の内視鏡管路と比較して大きい場合には、当該一の
内視鏡管路に対応する前記測定手段が、前記流体の圧力を計測する圧力計測手段である請
求項１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
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【請求項４】
　前記設定値は、前記内視鏡管路の耐性限度以下に設定される請求項１に記載の内視鏡洗
滌消毒装置。
【請求項５】
　前記流体調整供給手段は、前記流体を供給する供給部と、
　供給される前記流体の流路上に配置されると共に、通過する前記流体の圧力もしくは流
量を、複数種類の前記内視鏡管路の流体通過特性に応じて個々に調整する調整部と、
　を含み構成される請求項１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項６】
　前記流体調整供給手段は、供給する前記流体の圧力もしくは流量を、複数種類の前記内
視鏡管路の流体通過特性に応じて可変制御可能な可変供給手段である請求項１に記載の内
視鏡洗滌消毒装置。
【請求項７】
　相互に異なる流体通過特性を有する複数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、
流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消毒装置において、
　前記流体を前記内視鏡管路に供給する流体供給手段と、
　管路抵抗が他と比較して小さい前記内視鏡管路を流れる前記流体の流量を測定する流量
測定手段と、
　管路抵抗が他と比較して大きい前記内視鏡管路を流れる前記流体の圧力を測定する圧力
測定手段と、
　前記内視鏡管路が有する所定の設定値、並びに前記測定による測定値に基づき比較演算
を行うことにより、前記内視鏡管路の詰まり状況を検出する検出手段と、
　を含む内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項８】
　相互に異なる流体通過特性を有する複数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、
流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消毒装置において、
　管路抵抗が他と比較して小さい第１内視鏡管路群に流体を供給する第１流体供給手段、
および、前記第１内視鏡管路内を流れる前記流体の流量を測定する第１測定手段を含む第
１測定系と、
　管路抵抗が他と比較して大きい第２内視鏡管路群に流体を供給する第２流体供給手段、
および、前記第２内視鏡管路内を流れる前記流体の圧力を測定する第２測定手段を含む第
２測定系と、
　前記内視鏡管路がそれぞれ有する所定の設定値、および前記測定による測定値に基づき
比較演算を行うことにより、前記内視鏡管路の詰まり状況を検出する検出手段と、
　を含む内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項９】
　前記検出手段は、前記測定値が前記設定値に対して所定の範囲にあるか否かを複数段階
にて判別すると共に、当該判別結果を段階的に告知する告知手段を含む請求項１～８のい
ずれか１つに記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項１０】
　前記検出手段は、前記設定値を読み取る読取手段を有すると共に、読み取った前記設定
値を用いて前記比較演算を行う請求項１～８のいずれか１つに記載の内視鏡洗滌消毒装置
。
【請求項１１】
　前記設定値は、洗滌消毒対象である内視鏡に予め付され、且つ、
　前記検出手段は、前記設定値を読み取る読取手段を有すると共に、読み取った前記設定
値を用いて前記比較演算を行う請求項１～８のいずれか１つに記載の内視鏡洗滌消毒装置
。
【請求項１２】
　前記流体供給調整手段は、前記内視鏡管路へ送気を行う送気源と、各内視鏡管路に繋が
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れる洗滌チューブと、送気する前記内視鏡管路を切替える切り替え手段と、内視鏡内部の
送気管路および送水管路を連通する手段を含む請求項１～８のいずれか１つに記載の内視
鏡洗滌消毒装置。
【請求項１３】
　前記検出手段は、前記測定値が前記設定値に対して所定の範囲にある場合に、その旨を
告知する告知手段を含む請求項１～８のいずれか１つに記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項１４】
　上記告知の内容は、前記内視鏡管路の何処かで流量が減少している状態、洗滌チューブ
の外れ、洗滌チューブの付け忘れ、装置内部管路の外れ、装置内部管路の漏れ、装置内部
送気源の動作不良等である請求項９に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項１５】
　前記内視鏡管路に供給される前記流体が洗滌消毒用の液体であり、前記流体調整供給手
段が前記内視鏡管路に前記液体を導く送水管路を有し、且つ、前記比較演算結果に基づき
前記内視鏡管路に流れる前記液体を制御する制御手段をさらに含む請求項１～８のいずれ
か１つに記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項１６】
　前記比較手段の比較結果に基づき、前記制御手段の制御状態を告知する告知手段を含む
請求項１５に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項１７】
　前記送水管路に設けられ、第１内視鏡管路の一端の開口部に着脱自在に接続可能な第１
接続部と、前記第１内視鏡管路の他端の開口部に着脱自在に接続可能な第２接続部と、前
記第２内視鏡管路の一端の開口部に着脱自在に接続可能な第３接続部と、前記第２接続部
および前記第３接続部を連通する連通手段とを含む請求項１５に記載の内視鏡洗滌消毒装
置。
【請求項１８】
　前記第１内視鏡管路の端部と前記送水管路の端部に接続された第１送液管路と、前記第
２内視鏡管路の端部と前記送水管路の端部にされた第２送液管路と、前記第１送液管路と
前記第２送液管路に各々設けられた複数の電磁弁と、前記複数の電磁弁を選択的に切り替
える制御手段とを含む請求項１５に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項１９】
　相互に異なる流体通過特性を有する複数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、
流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消毒方法において、
　前記流体の圧力もしくは流量を、前記内視鏡管路の流体通過特性に応じて、前記内視鏡
管路の耐性限度以上の値から前記内視鏡管路毎に所定の設定値に調整すると共に、前記流
体を前記内視鏡管路に供給する流体調整供給ステップと、
　前記内視鏡管路を流れる前記流体の圧力もしくは流量を測定する測定ステップと、
当該測定による測定値および前記設定値に基づき比較演算を行うことにより、前記内視鏡
管路の詰まり状況を検出する検出ステップとを含み、且つ、
　前記設定値は、前記測定手段が前記流体の圧力もしくは流量を測定可能な値に設定され
る内視鏡洗滌消毒方法。
【請求項２０】
　前記検出ステップは、前記内視鏡管路の洗滌消毒工程に先立って行われる請求項１９に
記載の内視鏡洗滌消毒方法。
【請求項２１】
　さらに、詰まり状況を検出した結果、前記内視鏡管路の詰まりが所定範囲内の場合には
、前記内視鏡管路に供給する前記流体の圧力もしくは流量を前記内視鏡管路の耐性限度ま
で引き上げて、前記内視鏡管路を洗滌する耐性限度洗滌ステップを含む請求項２０に記載
の内視鏡洗滌消毒方法。
【請求項２２】
　前記検出ステップは、前記設定値を読み取る読取ステップを含むと共に、読み取った前
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記設定値を用いて前記比較演算を行う請求項１９～２１のいずれか１つに記載の内視鏡洗
滌消毒方法。
【請求項２３】
　前記検出ステップは、前記測定値が前記設定値に対して所定の範囲にある場合に、その
旨を告知する告知ステップを含む請求項１９～２１のいずれか１つに記載の内視鏡洗滌消
毒方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用済の内視鏡の内部管路を洗滌消毒可能な内視鏡洗滌消毒装置および内視
鏡洗滌消毒方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡は体腔内の検査および治療に広く利用されており、その内部には送気、
送水、吸引等を行うための各種の管路が組み込まれている。そして、内視鏡は、使用する
毎に、その内部管路を洗滌消毒する必要がある。
【０００３】
　ところで、内視鏡は、胃用内視鏡、十二指腸用内視鏡、大腸用内視鏡、気管支用内視鏡
など多種類である。ここで、胃用内視鏡は、一般的に特殊な管路がなく、また管路も短く
、標準的な太さである。また、十二指腸用内視鏡には管路が極めて細い鉗子起上パイプが
ある。また、大腸用内視鏡は、挿入部が長く、管路も太い。逆に、気管支用内視鏡は、管
路が細い。このように内視鏡管路は、内視鏡の種類によって構造が大きく異なっている。
【０００４】
　これら多種類の内視鏡を１台の内視鏡洗滌消毒装置で洗滌消毒できるようにする為に、
内視鏡洗滌消毒装置においては、内視鏡の洗滌消毒時に洗滌消毒装置と内視鏡管路とを接
続し、洗滌消毒装置から内視鏡管路内へ洗滌液や消毒液、空気等を送り込んでいる。ここ
で、内視鏡管路の洗滌性、消毒性を保つ為には内視鏡の洗滌消毒時に内視鏡管路への十分
な送液及び送気が行われる必要がある。
【０００５】
　そこで、従来の内視鏡洗滌消毒装置では、内視鏡管路を流れる液体の流量や、圧力など
を測定し、内視鏡管路に詰まりが無く、送液及び送気が十分行われている状態か、否かを
確認する管路の詰まり状態監視手段を設けたものが例えば特許文献１などに開示されてい
る。
【０００６】
【特許文献１】独国特許発明第３９１８４３２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　内視鏡管路に送気、送液する際、各種内視鏡管路のそれぞれに適切な流量、圧力で供給
されているか否かを検出するのは困難であった。
【０００８】
　本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、多種多様な内視鏡管路のそ
れぞれに供給される気体や液体の流通状態を簡単な構成で検出することができる内視鏡洗
滌消毒装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、相互に異なる
流体通過特性を有する複数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、流体を用いて洗
滌消毒する内視鏡洗滌消毒装置において、前記流体の圧力もしくは流量を、前記内視鏡管
路の流体通過特性に応じて、前記内視鏡管路の耐性限度以上の値から前記内視鏡管路毎に
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所定の設定値に調整すると共に、前記流体を前記内視鏡管路に供給する流体調整供給手段
と、前記内視鏡管路を流れる前記流体の圧力もしくは流量を測定する測定手段と、当該測
定による測定値および前記設定値に基づき比較演算を行うことにより、前記内視鏡管路の
詰まり状況を検出する検出手段とを含み、且つ、前記設定値は、前記測定手段が前記流体
の圧力もしくは流量を測定可能な値に設定される。
【００１０】
　この発明では、内視鏡管路に供給する流体の圧力もしくは流量を、測定手段が測定可能
な設定値に調整する。この調整は、内視鏡管路の流体通過特性に応じて行う。すると、測
定手段は、内視鏡管路を流れる流体の圧力もしくは流量を、確実に測定できる。これによ
り、無調整にて流体を内視鏡管路に供給する場合と比較して、流体の圧力もしくは流量の
測定精度を高められるので、内視鏡管路の詰まり状況を的確に検出できる利点がある。な
お、内視鏡管路とは、内視鏡に設けられる管路をいい、例えば、吸引管路、送気送水管路
、鉗子起上パイプ等が含まれる。また、内視鏡管路の流体通過特性とは、例えば、内視鏡
管路の径、内部構造、管路抵抗等に起因する特性が含まれる。また、内視鏡管路に供給さ
れる流体とは、測定手段による測定の対象となる流体であり、例えば、洗滌液、すすぎ液
、消毒液、水切り用空気等が含まれる。また、測定手段には、例えば、圧力センサー、流
量センサー等が含まれ、接触式、非接触式を問わない。また、流体調整供給手段は、流体
を供給する供給手段と、流体の圧力もしくは流量を調整する調整手段とを含み構成しても
良いし、供給する流体の圧力もしくは流量を可変的に調整可能な単一の流体調整供給手段
により構成しても良い。また、設定値は、固定値に設定しても良いし、可変値としてフィ
ードバック制御等により制御しても良い。また、設定値および測定値は、例えば、圧力お
よび流量のように異なる次元の値であってもよい。ただし、かかる場合には、いずれかの
値を対応する次元に換算して、比較演算を行う。
【００１１】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、一の内視鏡管路の管路抵抗が他の一の
内視鏡管路と比較して大きい場合には、前記測定手段に前記一の内視鏡管路に供給される
前記流体の圧力が、前記他の一の内視鏡管路の圧力よりも高く調整される。
【００１２】
　管路抵抗が大きい内視鏡管路は、一般に流量測定による詰まり状況の検出が困難であり
、若しくは、流量測定にあたり高価なセンサーを要する。この点において、この発明では
、管路抵抗が高い内視鏡管路に、他の内視鏡管路よりも高い圧力の流体を供給する。これ
により、内視鏡管路内への流体の供給量を高められるので、安価なセンサーにより好適に
流量測定を成し得る利点がある。なお、管路抵抗が他の内視鏡管路と比較して大きいとは
、詰まり状況の検出において、例えば、流量測定により内視鏡管路の詰まりの有無は検出
できるが、詰まりの程度は検出が難しいことを意味する。かかる内視鏡管路には、例えば
、鉗子起上パイプが含まれる。
【００１３】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、一の内視鏡管路の管路抵抗が他の一の
内視鏡管路と比較して大きい場合には、当該一の内視鏡管路に対応する前記測定手段が、
前記流体の圧力を計測する圧力計測手段である。
【００１４】
　この発明では、管路抵抗が高い内視鏡管路について、流体の圧力を測定する。これによ
り、流体の供給流量が少ない場合にも、内視鏡管路の詰まりの程度を検出できる利点があ
る。
【００１５】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記設定値が、前記内視鏡管路の耐性
限度以下に設定される。
【００１６】
　この発明では、供給される流体の圧力もしくは流量を、内視鏡管路の耐性限度以下に設
定する。これにより、流体の過供給による内視鏡管路の破損を効果的に抑止できる利点が
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ある。
【００１７】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記流体調整供給手段が、前記流体を
供給する供給部と、供給される前記流体の流路上に配置されると共に、通過する前記流体
の圧力もしくは流量を、複数種類の前記内視鏡管路の流体通過特性に応じて個々に調整す
る調整部とを含み構成される。
【００１８】
　この発明では、流体を供給する供給部と、流体の圧力もしくは流量を調整する調整部と
を別構成とする。そして、調整手段により、流体の圧力もしくは流量を、複数種類の内視
鏡管路の流体通過特性に応じて個々に調整する。これにより、一定出力のポンプを用いつ
つ、簡易な構成にて流体の圧力もしくは流量を調整できる利点がある。なお、かかる調整
部には、例えば、各内視鏡管路への分岐流路上にそれぞれ設けられると共に、複数種類の
内視鏡管路の流体通過特性に応じてそれぞれ固有の設定値に設定された複数のリリーフ弁
が含まれる。かかる調整部は、設定値を制御する制御系を要しないので、簡易に構成でき
る利点がある。また、調整部には、例えば、各分岐流路の上流に設けられると共に、電気
制御により通過させる流体の圧力もしくは流量を調整可能な単一のリリーフ弁が含まれる
。かかる調整部では、単一のリリーフ弁のみを設けるので、調整部の設置スペースを縮小
できる利点がある。
【００１９】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記流体調整供給手段が、供給する前
記流体の圧力もしくは流量を複数種類の前記内視鏡管路の流体通過特性に応じて可変制御
可能な可変供給手段である。
【００２０】
　この発明では、流体調整供給手段を、内視鏡の流体通過特性に応じて出力を可変制御可
能な可変供給手段により構成する。これにより、上記リリーフ弁を省略できる利点がある
。
【００２１】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、相互に異なる流体通過特性を有する複
数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消
毒装置において、前記流体を前記内視鏡管路に供給する流体供給手段と、管路抵抗が他と
比較して小さい前記内視鏡管路を流れる前記流体の流量を測定する流量測定手段と、管路
抵抗が他と比較して大きい前記内視鏡管路を流れる前記流体の圧力を測定する圧力測定手
段と、前記内視鏡管路が有する所定の設定値、並びに前記測定による測定値に基づき比較
演算を行うことにより、前記内視鏡管路の詰まり状況を検出する検出手段と、を含む。
【００２２】
　例えば、鉗子起上パイプのように、管路抵抗が他と比較して大きい内視鏡管路では流体
の流量が小さいため、流量測定では、その詰まり状況を検知できない場合がある。そこで
、この発明では、かかる管路抵抗が大きい内視鏡管路では、流体の圧力を測定してその詰
まり状況を検出する。これにより、流体の流量の多寡に関わらず、測定精度を高められる
利点がある。
【００２３】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、相互に異なる流体通過特性を有する複
数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消
毒装置において、管路抵抗が他と比較して小さい第１内視鏡管路群に流体を供給する第１
流体供給手段、および、前記第１内視鏡管路内を流れる前記流体の流量を測定する第１測
定手段を含む第１測定系と、管路抵抗が他と比較して大きい第２内視鏡管路群に流体を供
給する第２流体供給手段、および、前記第２内視鏡管路内を流れる前記流体の圧力を測定
する第２測定手段を含む第２測定系と、前記内視鏡管路がそれぞれ有する所定の設定値、
および前記測定による測定値に基づき比較演算を行うことにより、前記内視鏡管路の詰ま
り状況を検出する検出手段とを含む。
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【００２４】
　この発明では、管路抵抗が他と比較して小さい第１内視鏡管路群の測定系と、逆に管路
抵抗が大きい第２内視鏡管路群の測定系とを別個に形成する。そして、前者では、供給流
体を流量により測定し、後者では、供給流体を圧力により測定する。測定系を、流量測定
系と圧力測定系に分けることにより、内視鏡管路の詰まり状況を、各内視鏡管路に適した
測定手段により測定して検出できる。これにより、いずれか一方の測定系にて測定する場
合と比較して、測定精度を高められる利点がある。なお、内視鏡管路群とは、１または２
以上の内視鏡管路を意味する。
【００２５】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記検出手段は、前記測定値が前記設
定値に対して所定の範囲にあるか否かを複数段階にて判別すると共に、当該判別結果を段
階的に告知する告知手段を含む。
【００２６】
　この発明では、検出した内視鏡管路の詰まり状況を、測定した流体の圧力もしくは流量
に基づき複数段階にて判別し、これを段階的に告知する。これにより、内視鏡の詰まりの
有無のみならず、詰まりの程度までもユーザーに告知できるので、検出結果に対する信頼
性を高められる利点がある。
【００２７】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記検出手段は、前記設定値を読み取
る読取手段を有すると共に、読み取った前記設定値を用いて前記比較演算を行う。
【００２８】
　この発明では、供給される流体の設定値を読み込み、この設定値を用いて上記比較演算
を行う。これにより、多種多様な内視鏡管路のそれぞれに供給される気体や液体の流通状
態を簡単な構成で検出できる利点がある。
【００２９】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記設定値が、洗滌消毒対象である内
視鏡に予め付され、且つ、前記検出手段は、前記設定値を読み取る読取手段を有すると共
に、読み取った前記設定値を用いて前記比較演算を行う。
【００３０】
　この発明では、供給される流体の設定値を洗滌消毒対象である内視鏡に予め設け、この
設定値を読み取って上記比較演算を行う。これにより、設定値が内視鏡毎に異なる場合に
も、内視鏡が有する固有の設定値を自動的に判別して、詰まり状況を検出できる利点があ
る。なお、この発明は、付記項１に相当する。
【００３１】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記流体供給調整手段が、前記内視鏡
管路へ送気を行う送気源と、各内視鏡管路に繋がれる洗滌チューブと、送気する前記内視
鏡管路を切替える切り替え手段と、内視鏡内部の送気管路および送水管路を連通する手段
を含む。なお、この発明は、付記項２に相当する。
【００３２】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記検出手段が、前記測定値が前記設
定値に対して所定の範囲にある場合に、その旨を告知する告知手段を含む。
【００３３】
　この発明では、比較演算の結果により、測定値が設定値に対して所定の範囲にある場合
に、その旨を告知する。これにより、多種多様な内視鏡管路の状態を正確に確認すること
ができる利点がある。
【００３４】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、上記告知の内容が、前記内視鏡管路の
何処かで流量が減少している状態、洗滌チューブの外れ、洗滌チューブの付け忘れ、装置
内部管路の外れ、装置内部管路の漏れ、装置内部送気源の動作不良等である。なお、この
発明は、付記項３に相当する。
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【００３５】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記内視鏡管路に供給される前記流体
が洗滌消毒用の液体であり、前記流体調整供給手段が前記内視鏡管路に前記液体を導く送
水管路を有し、且つ、前記比較演算結果に基づき前記内視鏡管路に流れる前記液体を制御
する制御手段をさらに含む。なお、この発明は、付記項４に相当する。
【００３６】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記比較手段の比較結果に基づき、前
記制御手段の制御状態を告知する告知手段を含む。なお、この発明は、付記項５に相当す
る。
【００３７】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記送水管路に設けられ、第１内視鏡
管路の一端の開口部に着脱自在に接続可能な第１接続部と、前記第１内視鏡管路の他端の
開口部に着脱自在に接続可能な第２接続部と、前記第２内視鏡管路の一端の開口部に着脱
自在に接続可能な第３接続部と、前記第２接続部および前記第３接続部を連通する連通手
段とを含む。なお、この発明は、付記項６に相当する。
【００３８】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒装置は、前記第１内視鏡管路の端部と前記送水
管路の端部に接続された第１送液管路と、前記第２内視鏡管路の端部と前記送水管路の端
部にされた第２送液管路と、前記第１送液管路と前記第２送液管路に各々設けられた複数
の電磁弁と、前記複数の電磁弁を選択的に切り替える制御手段とを含む。なお、この発明
は、付記項７に相当する。
【００３９】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒方法は、相互に異なる流体通過特性を有する複
数種類の内視鏡管路を含み構成される内視鏡を、流体を用いて洗滌消毒する内視鏡洗滌消
毒方法において、前記流体の圧力もしくは流量を、前記内視鏡管路の流体通過特性に応じ
て、前記内視鏡管路の耐性限度以上の値から前記内視鏡管路毎に所定の設定値に調整する
と共に、前記流体を前記内視鏡管路に供給する流体調整供給ステップと、前記内視鏡管路
を流れる前記流体の圧力もしくは流量を測定する測定ステップと、当該測定による測定値
および前記設定値に基づき比較演算を行うことにより、前記内視鏡管路の詰まり状況を検
出する検出ステップとを含み、且つ、前記設定値は、前記測定手段が前記流体の圧力もし
くは流量を測定可能な値に設定される。
【００４０】
　この発明では、内視鏡管路に供給する流体の圧力もしくは流量を、測定手段が測定可能
な設定値に調整する。この調整は、内視鏡管路の流体通過特性に応じて行う。すると、測
定手段は、内視鏡管路を流れる流体の圧力もしくは流量を、確実に測定できる。これによ
り、無調整にて流体を内視鏡管路に供給する場合と比較して、流体の圧力もしくは流量の
測定精度を高められるので、内視鏡管路の詰まり状況を的確に検出できる利点がある。
【００４１】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒方法は、前記検出ステップは、前記内視鏡管路
の洗滌消毒工程に先立って行われる。
【００４２】
　この発明では、内視鏡管路の詰まり状況の検出を、内視鏡管路の洗滌消毒工程に先立っ
て行う。これにより、詰まりの有る内視鏡管路の洗滌消毒工程を省略できる利点がある。
【００４３】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒方法は、さらに、詰まり状況を検出した結果、
前記内視鏡管路の詰まりが所定範囲内の場合には、前記内視鏡管路に供給する前記流体の
圧力もしくは流量を前記内視鏡管路の耐性限度まで引き上げて、前記内視鏡管路を洗滌す
る耐性限度洗滌ステップを含む。
【００４４】
　内視鏡管路が詰まっている場合に洗浄用流体の圧力もしくは流量を内視鏡管路の耐性限
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度まで引き上げると、内視鏡管路が破損するおそれがある。そこで、この発明では、詰ま
り状況を検出した結果、内視鏡管路の詰まりが所定範囲内の場合には、流体の圧力もしく
は流量を内視鏡管路の耐性限度まで引き上げて、内視鏡管路を洗滌する。これにより、内
視鏡管路の破損を防止しつつ、耐性限度にて内視鏡管路を洗滌できる利点がある。なお、
この耐性限度は、内視鏡管路の詰まり状況に応じて可変しても良い。
【００４５】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒方法は、前記検出ステップは、前記設定値を読
み取る読取ステップを含むと共に、読み取った前記設定値を用いて前記比較演算を行う。
【００４６】
　この発明では、供給される流体の設定値を読み込み、この設定値を用いて上記比較演算
を行う。これにより、多種多様な内視鏡管路のそれぞれに供給される気体や液体の流通状
態を簡単な構成で検出できる利点がある。
【００４７】
　また、この発明にかかる内視鏡洗滌消毒方法は、前記検出ステップは、前記測定値が前
記設定値に対して所定の範囲にある場合に、その旨を告知する告知ステップを含む。
【００４８】
　この発明では、比較演算の結果により、測定値が設定値に対して所定の範囲にある場合
に、その旨を告知する。これにより、多種多様な内視鏡管路の状態を正確に確認すること
ができる利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　以下、この発明につき図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、この実施の形態により
この発明が限定されるものではない。また、以下に示す実施の形態の構成要素には、当業
者が置換可能かつ容易なもの、或いは実質的同一のものが含まれる。
【００５０】
（実施の形態１）
　以下、本発明の第１の実施の形態を第１図乃至第９図を参照して説明する。第１図は本
実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１とその洗滌消毒対象物である内視鏡２の概略構成をそ
れぞれ示すものである。また、第２図は本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌消毒
対象物である内視鏡２が組込まれた内視鏡装置３のシステム全体の概略構成を示すもので
ある。
【００５１】
　ここで、内視鏡２には体腔内に挿入される細長い挿入部４と、この挿入部４の基端部に
連結された手元側の操作部５とが設けられている。さらに、操作部５にはユニバーサルコ
ード６の一端部が連結されている。このユニバーサルコード６の他端部にはコネクタ部７
が連結されている。
【００５２】
　また、挿入部４の先端部には先端構成部８が設けられている。この先端構成部８の内部
には観察光学系のＣＣＤ等の固体撮像素子が内蔵されている。さらに、操作部５及び挿入
部４にはライトガイドケーブル（図示しない）が内挿されている。このライトガイドケー
ブルの一端側は先端構成部８の照明光学系に、他端側はユニバーサルコード６を介してコ
ネクタ部７にそれぞれ接続されている。
【００５３】
　また、第２図に示すようにコネクタ部７は周辺機器の光源装置９に着脱可能に接続され
ている。さらに、コネクタ部７には信号ケーブル１０の一端が接続されている。この信号
ケーブル１０の他端は画像処理装置１１に接続されている。ここで、信号ケーブル１０の
一端には第１のコネクタ１２、他端には第２のコネクタ１３がそれぞれ設けられている。
そして、信号ケーブル１０の第１のコネクタ１２が内視鏡２のコネクタ部７に、第２のコ
ネクタ１３が画像処理装置１１にそれぞれ着脱可能に接続されている。これにより、信号
ケーブル１０を介して内視鏡２と画像処理装置１１との間で信号の授受が行われるように
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なっている。
【００５４】
　さらに、画像処理装置１１には電気ケーブル１４を介して観察用モニタ１５が接続され
ている。そして、画像処理装置１１からの映像信号が電気ケーブル１４を介して観察用モ
ニタ１５に供給され、内視鏡画像として表示されるようになっている。
【００５５】
　また、第３図は内視鏡装置３のシステムにおける内視鏡２と画像処理装置１１との接続
状態を示すブロック図である。ここで、内視鏡２の先端構成部８には観察光学系の対物レ
ンズ１６及びＣＣＤ１７が配設されている。そして、対物レンズ１６によってＣＣＤ１７
に被検体の内視鏡像が結像されるとともに、ＣＣＤ１７によって撮像された被検体の内視
鏡像は電気信号に変換されてコネクタ部７側に出力されるようになっている。
【００５６】
　さらに、内視鏡２の本体内には例えばＥＥＰＲＯＭまたはフラッシュＲＯＭなどの書き
換え可能な不揮発性メモリ１９と、ＣＰＵ（中央処理装置）２０と、リセット回路２１と
が内蔵されている。ここで、不揮発性メモリ１９は、内視鏡２の種類や、型番、管路情報
等の内視鏡２に関する複数のデータを記録保持するメモリである。さらに、リセット回路
２１は、電源電圧の変動、低下を検出してリセット信号を出力する電気回路である。
【００５７】
　また、ＣＰＵ２０には、演算回路、ＲＯＭ（リード・オンリ・メモリ）、ＲＡＭ（ラン
ダム・アクセス・メモリ）、パラレル通信ポート、シリアル通信ポート、Ａ／Ｄコンバー
タ、カウンタが内蔵されている。このＣＰＵ２０の内部のＲＯＭには、外部の接続機器、
例えば画像処理装置１１や、洗滌消毒装置１を制御する為のプログラムが記録されている
。そして、ＣＰＵ２０はこのプログラムに従ってメモリ１９へのデータの書き込み及び呼
び出し処理、及びそのデータを画像処理装置１１や、洗滌消毒装置１へ送受信する処理を
行うようになっている。
【００５８】
　また、画像処理装置１１には、内視鏡用コネクタ２６と、モニタ用コネクタ２７と、ユ
ーザーがこの画像処理装置１１を操作するための操作パネル２８とが設けられている。そ
して、内視鏡用コネクタ２６には、内視鏡２側の信号ケーブル１０の第２のコネクタ１３
が着脱可能に接続され、画像処理装置１１と内視鏡２との間が電気的に接続されている。
【００５９】
　さらに、モニタ用コネクタ２７には、モニタ１５側の電気ケーブル１４が接続されてい
る。そして、画像処理装置１１と観察用モニタ１５との間が電気的に接続されている。
【００６０】
　また、画像処理装置１１の本体内には、ＣＣＤ駆動電源２２と、映像信号処理／切換回
路２３と、ＣＰＵ２４と、例えばＥＥＰＲＯＭまたはフラッシュＲＯＭなどの書き換え可
能な不揮発性メモリ２５とが内蔵されている。ここで、ＣＣＤ駆動電源２２には信号ケー
ブル１０を介して内視鏡２内のＣＣＤ１７が接続され、このＣＣＤ駆動電源２２によって
ＣＣＤ１７が駆動されるようになっている。
【００６１】
　さらに、映像信号処理／切換回路２３は、ＣＣＤ１７により光電変換された映像信号の
画像処理及び日付け、患者データ等の文字信号の合成／切換えを行う電気回路である。な
お、不揮発性メモリ２５は、内視鏡２より送られてきたデータを記録保持するメモリであ
る。
【００６２】
　また、ＣＰＵ２４には、演算回路、ＲＯＭ、ＲＡＭ、パラレル通信ポート、シリアル通
信ポート、Ａ／Ｄコンバータ、カウンタが内蔵されている。このＣＰＵ２４には、映像信
号処理／切換回路２３と、不揮発性メモリ２５と、内視鏡用コネクタ２６と、操作パネル
２８とが接続されている。
【００６３】
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　さらに、ＣＰＵ２４の内部のＲＯＭには、画像処理装置１１を制御する為のプログラム
が記録されている。そして、ＣＰＵ２４はこのプログラムに従って画像処理装置１１の制
御を行うようになっている。これにより、内視鏡２のＣＣＤ１７側から信号ケーブル１０
を経由して画像処理装置１１に送られる出力信号が映像信号処理／切換回路２３により処
理されたのち、この映像信号処理／切換回路２３から出力される映像信号がコネクタ２７
から電気ケーブル１４を介してモニタ１５に入力され、内視鏡２によって観察される内視
鏡像がモニタ１５の画面に表示されるようになっている。
【００６４】
　また、次の表１は、内視鏡２の内蔵メモリ１９に記憶される内視鏡２に関する複数のデ
ータ内容のうち、管路情報の例を示すものである。
【００６５】
【表１】

【００６６】
　この表１に示す数値は仮の値である。例えば、スコープ型名がＡという十二指腸用内視
鏡には、予め例えば吸引管路流量設定値が２．０Ｌ／ｍｉｎ、送気送水管路流量設定値が
０．５Ｌ／ｍｉｎ、鉗子起上パイプ流量設定値が０．１Ｌ／ｍｉｎといった各管路送気流
量設定値のデータ（上記数値は仮の例）が記憶される。
【００６７】
　また、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の本体には使用済の内視鏡２などの洗滌消
毒対象物が設置される洗滌槽２９が設けられている。そして、第４図に示すようにこの洗
滌槽２９の中に洗滌・消毒対象の内視鏡２が設置されるようになっている。
【００６８】
　また、洗滌槽２９の内底部には循環液吸引口３０および排液口３１が設けられている。
さらに、この洗滌槽２９の内周面には、内視鏡用通信コネクタ（読取手段）３２と、吸引
管路洗滌チューブ接続口３３と、送気送水管路洗滌チューブ接続口３４と、鉗子起上パイ
プ洗滌チューブ接続口３５とがそれぞれ配設されているとともに、給水口３６と消毒液注
入口３７とが配設されている。
【００６９】
　ここで、内視鏡用通信コネクタ３２には洗滌槽２９の内部に収容される内視鏡２の信号
ケーブル１０の第２のコネクタ１３が接続されるようになっている。そして、内視鏡用通
信コネクタ３２に信号ケーブル１０の第２のコネクタ１３が接続される状態にセットされ
ることにより、内視鏡２と洗滌消毒装置１との間が電気的に接続され、内視鏡２と内視鏡
洗滌消毒装置１との間で信号の授受が行えるようになっている。
【００７０】
　また、給水口３６には給水管路３８の一端部が接続されている。この給水管路３８の他
端部は給水弁３９を介して、例えば水道系等の給水源の蛇口４０に接続されている。
【００７１】
　さらに、消毒液注入口３７には消毒液供給管路４１の一端が接続されている。この消毒
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液供給管路４１の他端は消毒液タンク４２の底部に接続されている。なお、この消毒液供
給管路４１の途中には消毒液注入ポンプ４３が介設されている。
【００７２】
　また、洗滌槽２９の内底部の循環液吸引口３０には内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の
一端が接続されている。この内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の他端部側は３つの流路に
分岐され、３つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃが形成されている。そして、分岐流路
４４ａは吸引管路洗滌チューブ接続口３３、分岐流路４４ｂは送気送水管路洗滌チューブ
接続口３４、分岐流路４４ｃは鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口３５にそれぞれ接続さ
れている。
【００７３】
　さらに、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の途中には、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ
４５と、逆止弁４６と、流量センサー（測定手段）４７とが順次介設されている。なお、
３つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃには洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ，
４８ｃがそれぞれ設けられている。
【００７４】
　また、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４における逆止弁４６と、流量センサー４７との
間の流量センサー４７に通じる管路部分４９には逆止弁５０を介して、コンプレッサー５
１に通じるエアー供給管路５２が接続されている。
【００７５】
　さらに、吸引管路洗滌チューブ接続口３３には、内視鏡２の吸引管路洗滌消毒用洗滌チ
ューブ（管路接続部）５３の一端部、送気送水管路洗滌チューブ接続口３４には、内視鏡
の送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ（管路接続部）５４の一端部、鉗子起上パイプ洗
滌チューブ接続口３５には、内視鏡の鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ（管路接続
部）５５の一端部がそれぞれ接続されている。そして、送気送水管路洗滌消毒用洗滌チュ
ーブ５４の他端は洗滌槽２９内の内視鏡２の第５図に示す管路構成の送気送水管路（内視
鏡管路）５６に接続されている。また、吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３の他端は洗
滌槽２９内の内視鏡２の第６図に示す管路構成の吸引管路（内視鏡管路）５７に接続され
るとともに、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５の他端は洗滌槽２９内の内視鏡
２の図示しない鉗子起上パイプに接続されている。
【００７６】
　また、内視鏡２の送気送水管路５６は第５図に示す管路構成、吸引管路５７は第６図に
示す管路構成になっている。ここで、内視鏡２の挿入部４の先端構成部８には第５図に示
す送気送水ノズル５８と、第６図に示すように内視鏡２の挿入部４の内部に配設された吸
引管路を兼ねる処置具挿通チャンネル５９の先端開口部５９ａとが設けられている。さら
に、内視鏡２の挿入部４の内部には２つの送気送水管路６０，６１（挿入部側送水管路６
０と挿入部側送気管路６１）が配設されている。これらの送気送水管路６０，６１の先端
部は送気送水ノズル５８に連結されている。
【００７７】
　また、内視鏡２の手元側の操作部５には送気送水管路ボタンシリンダ６２と、吸引シリ
ンダ６３と、処置具挿入口部６４とが設けられている。そして、処置具挿通チャンネル５
９の基端部は分岐され、一方の管路５９ｂ１は処置具挿入口部６４に連結され、他方の管
路５９ｂ２は吸引シリンダ６３に連結されている。さらに、２つの送気送水管路６０，６
１の基端部は送気送水管路ボタンシリンダ６２の周壁面にそれぞれ連結されている。
【００７８】
　また、ユニバーサルコード６のコネクタ部７の外周面には送気送水用の２つの口金６５
ａ，６５ｂと、１つの吸引口金６７とが設けられている。さらに、ユニバーサルコード６
の内部には送気送水用の２つのユニバーサルコード側管路６８，６９（ユニバーサルコー
ド側送水管路６８とユニバーサルコード側送気管路６９）と、１つのユニバーサルコード
側吸引管路７０とが設けられている。ここで、一方の送気送水用の管路６８の一端部は口
金６５ａに、また他方の送気送水用の管路６９の一端部は口金６５ｂにそれぞれ連結され
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ている。さらに、コネクタ部７の先端面にはユニバーサルコード側管路６９に連通する１
つの送気送水用の口金６６が突設されている。
【００７９】
　また、ユニバーサルコード６の送気送水用の管路６８，６９の他端部は送気送水管路ボ
タンシリンダ６２にそれぞれ連結されている。ここで、一方の送気送水用の管路６８は送
気送水管路ボタンシリンダ６２の内底部に連結され、他方の送気送水用の管路６９は送気
送水管路ボタンシリンダ６２の周壁面に連結されている。そして、送気送水管路ボタンシ
リンダ６２の内部に挿入される図示しない送気送水管路切換えボタンの操作によって第５
図に示す送気送水管路５６の切換え操作が行われるようになっている。
【００８０】
　さらに、ユニバーサルコード側吸引管路７０の一端部は吸引口金６７に連結され、この
ユニバーサルコード側吸引管路７０の他端部は吸引シリンダ６３に連結されている。そし
て、この吸引シリンダ６３の内部に挿入される図示しない吸引切換えボタンの操作によっ
て第６図に示す吸引管路５７の切換え操作が行われるようになっている。
【００８１】
　また、送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ５４の内視鏡接続部７１には、第５図に示
すように送気送水管路ボタンシリンダ６２の内部に挿入される送気送水シリンダ挿入部７
２と、吸引シリンダ６３の内部に挿入される吸引シリンダ挿入部７３とが設けられている
。ここで、送気送水シリンダ挿入部７２の先端部外周面にはリング状のパッキン７４が装
着されている。このパッキン７４は内視鏡２の送気送水管路ボタンシリンダ６２の内周面
に圧接され、この送気送水管路ボタンシリンダ６２の内部を２つの空間に区切っている。
そして、洗滌チューブ５４をシリンダ６２に接続した状態ではこのパッキン７４により、
洗滌チューブ５４はシリンダ６２の内部における送気送水用の管路６８側と連通すると同
時に、シリンダ６２に接続されたその他の送気送水用の管路６０，６１，６９側には連通
しない状態で保持されるようになっている。
【００８２】
　また、第５図に示す送気送水管路５６の洗滌消毒時には送気送水管路洗滌消毒用洗滌チ
ューブ５４とともに、ユニバーサルコード側送水管路６８とユニバーサルコード側送気管
路６９との間を連結するバイパスチューブ７５が使用されるようになっている。このバイ
パスチューブ７５の一端部にはユニバーサルコード６のコネクタ部７の外周面の送気送水
用の２つの口金６５ａ，６５ｂに連結される第１の口金連結部７６、他端部にはコネクタ
部７の先端面の送気送水用の口金６６に連結される第２の口金連結部７７がそれぞれ設け
られている。
【００８３】
　そして、内視鏡２の送気送水管路５６の洗滌消毒時には第５図に示すように送気送水管
路洗滌消毒用洗滌チューブ５４の内視鏡接続部７１が内視鏡２の手元側の操作部５に装着
されるとともに、バイパスチューブ７５がユニバーサルコード６のコネクタ部７に装着さ
れた状態で、洗滌消毒装置１から送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ５４を通して洗滌液、
または消毒液、またはエアーなどが内視鏡２の送気送水管路５６に送られるようになって
いる。このとき、チューブ５４より洗滌液等が送られると、第５図中に矢印で示すように
、まず、ユニバーサルコード側送水管路６８に導かれる。このユニバーサルコード６のコ
ネクタ部７には、バイパスチューブ７５が接続されており、このバイパスチューブ７５に
よりユニバーサルコード側送水管路６８とユニバーサルコード側送気管路６９とが連通し
ている。そのため、ユニバーサルコード側送水管路６８を通過してきた洗滌液等は、この
バイパスチューブ７５を介して、ユニバーサルコード側送気管路６９へと導かれ、送気送
水管路ボタンシリンダ６２へ戻る。さらに、送気送水管路ボタンシリンダ６２に戻ってき
た洗滌液等は、挿入部側送水管路６０と挿入部側送気管路６１へと導かれ、内視鏡２の挿
入部４内を通って、内視鏡先端部の送気送水ノズル５８から内視鏡２の外部へと抜けてい
く。
【００８４】
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　したがって、上記のようにエアー、洗滌液、消毒液等を内視鏡２の送気送液管路５６へ
送気送液することにより、見かけ上、ほぼ一本道の管路が構成されるので、内視鏡２の送
気送水管路５６の流量を精度良く検知することができる。つまり、内視鏡２の送気送液管
路５６の流量が減少している場合には、予め内視鏡２から読み取った送気量に比べ実際に
自動洗滌消毒装置１が内視鏡へ送気している送気量が低くなる。そこで、自動洗滌消毒装
置１にセットされた内視鏡２へ供給するエアーの流量を内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４
に設置されている流量センサー４７を用いて、内視鏡２へ送気している送気量を測定する
。そして、この送気量と予め内視鏡２から読み取った送気量の設定値とを装置１が比較す
ることにより、内視鏡２の送気送水管路５６の流量が設定値の範囲外の状態（流量が減少
している状態）を検知することができる。
【００８５】
　また、吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３の内視鏡接続部７８には、内視鏡２の手元
側の操作部５の処置具挿入口部６４に着脱可能に連結される口金連結部７９が設けられて
いる。そして、吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３の口金連結部７９が処置具挿入口部
６４に連結されることにより、吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３が洗滌槽２９内の内
視鏡２の吸引管路５７に接続されるようになっている。
【００８６】
　また、内視鏡２の吸引管路５７の洗滌消毒時には第６図に示すように吸引管路洗滌消毒
用洗滌チューブ５３が内視鏡２の吸引管路５７に接続されるとともに、送水管路洗滌消毒
用洗滌チューブ５４の内視鏡接続部７１が内視鏡２の手元側の操作部５に装着される。そ
して、この状態で、洗滌消毒装置１から吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３を通して洗
滌液、または消毒液、またはエアーなどが内視鏡２の吸引管路５７へ送られるようになっ
ている。このとき、吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３から処置具挿入口部６４に送ら
れた洗滌液等は処置具挿通チャンネル５９の分岐管路５９ｂ１からこの管路５９ｂ１と５
９ｂ２との間の連結部で分岐され、第６図中に矢印で示すように、先端開口部５９ａ側へ
向かう流れと、吸引シリンダ６３側に向かう流れとに分流される。そして、先端開口部５
９ａ側へ向かう洗滌液等の流れは先端開口部５９ａから外部に流出される。
【００８７】
　また、内視鏡２の吸引シリンダ６３の開口部には送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ
５４の内視鏡接続部７１における吸引シリンダ挿入部７３が接続され、吸引シリンダ６３
の開口部が塞がれている。そのため、吸引シリンダ６３側に向かう洗滌液等の流れは吸引
シリンダ６３内を経てユニバーサルコード側吸引管路７０側に流入され、このユニバーサ
ルコード側吸引管路７０を経て吸引口金６７から外部へ流出される。
【００８８】
　上記のように吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３よりエアーを内視鏡２の吸引管路５
７へ送気し、その流量を測定して、予め内視鏡２から読み取った送気量の設定値と比較す
ることにより、内視鏡２の吸引管路５７の流量が設定値の範囲外の状態を検知することが
できる。
【００８９】
　なお、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５の内視鏡接続部８０は洗滌槽２９内
の内視鏡２の図示しない鉗子起上パイプに接続されている。ここで、図示しない鉗子起上
パイプは入口と出口の２ヶ所に開口部がある１本の管路構成になっている。そのため、鉗
子起上パイプの洗滌消毒時には鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５の内視鏡接続
部８０を洗滌槽２９内の内視鏡２の図示しない鉗子起上パイプに接続した状態で、鉗子起
上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５を通して洗滌液、または消毒液、またはエアーなど
が内視鏡２の鉗子起上パイプへ送られるようになっている。このとき、鉗子起上パイプの
どこかが詰まっている場合には、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５より送気さ
れたエアーの流量を測定し、送気量の設定値と比較する事で容易に管路の流量が設定値の
範囲外の状態を検知できる。
【００９０】
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　また、洗滌槽２９の排液口３１には管路切換弁８１の流入ポート８１ａが連結されてい
る。この管路切換弁８１には１つの流入ポート８１ａと、２つの流出ポート８１ｂ，８１
ｃとが設けられている。ここで、管路切換弁８１の一方の流出ポート８１ｂには回収管路
８２の一端部が連結されている。この回収管路８２の他端部は消毒液タンク４２の上部に
連結されている。
【００９１】
　さらに、管路切換弁８１の他方の流出ポート８１ｃには排液管路８３の一端部が連結さ
れている。この排液管路８３の途中には排液ポンプ８４が介設されている。
【００９２】
　また、管路切換弁８１は排液口３１を閉塞遮断する状態と、排液口３１を回収管路８２
に連通させる状態と、排液口３１を排液管路８３に連通させる状態のいずれかに切換える
ものである。そして、管路切換弁８１を排液管路８３側へ切換えて排液ポンプ８４を運転
する事により洗滌槽２９内の液体を内視鏡洗滌消毒装置１の外へ排出するようになってい
る。
【００９３】
　また、第７図はユーザーが本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１を操作するための操作
パネル８５を示すものである。この操作パネル８５にはプログラム選択ボタン８６と、洗
滌消毒工程始動ボタン８７と、停止ボタン８８と、複数の付加機能ボタン８９ａ～８９ｆ
と、洗滌時間表示部９０と、消毒時間表示部９１と、メッセージコード表示部（告知手段
）９２と、消毒液温度表示部９３とが配設されている。なお、付加機能ボタン８９ａ～８
９ｆには機能チェックボタン８９ａと、漏水検知ボタン８９ｂと、アルコールフラッシュ
ボタン８９ｃと、送気ボタン８９ｄと、消毒液加温ボタン８９ｅと、洗濯すすぎボタン８
９ｆとがそれぞれ設けられている。
【００９４】
　この操作パネル８５の操作時には、プログラム選択ボタン８６によって選択された工程
の洗滌時間と、消毒時間とが洗滌時間表示部９０、消毒時間表示部９１にそれぞれ表示さ
れる。その後、洗滌消毒工程始動ボタン８７を押して工程を開始するようになっている。
【００９５】
　また、消毒液温度表示部９３には内視鏡洗滌消毒装置１に貯蔵されている消毒液の温度
が表示されるようになっている。さらに、付加機能ボタン８９ａ～８９ｆを選択して押す
事で洗滌消毒工程以外で、内部管路での流量を測定する工程や、内視鏡洗滌消毒装置１の
貯蔵の消毒液を設定温度まで加温する消毒液加温工程などの付加機能を実行できる。
【００９６】
　また、停止ボタン８８を押す事で、洗滌消毒工程や付加機能工程を途中で中止すること
ができる。なお、内視鏡洗滌消毒装置１には、使用者に告知すべき（動作）状態をユーザ
ーに報知する第８図に示す告知ブザー（告知手段）９４が内蔵されている。そして、管路
の流量に関する情報以外に、工程の途中で使用者に告知すべき情報がある場合には、告知
ブザー９４が鳴り、メッセージコード表示部９２にメッセージコードが表示される事で、
使用者に告知すべき（動作）状態を告知する。ここで、表示されるメッセージコードは次
の表２のメッセージコード表に従って決められる。
【００９７】
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【表２】

【００９８】
　また、第８図は、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の制御を行う制御部９５の概略
構成を示すブロック図である。この制御部９５には内視鏡洗滌消毒装置１内の機器の制御
を司るＣＰＵ（制御手段）９６が設けられている。このＣＰＵ９６には、図示しない演算
回路、ＲＯＭ、ＲＡＭ、パラレル通信ポート、シリアル通信ポート、Ａ／Ｄコンバータ、
カウンタが内蔵されている。
【００９９】
　さらに、ＣＰＵ９６には、アナログ回路９７と、デジタル式センサ９８と、ドライバ９
９と、操作パネル８５と、リセット回路１００と、内視鏡用通信コネクタ３２とがそれぞ
れ接続されている。ここで、アナログ回路９７には内視鏡洗滌消毒装置１内の機器の状態
を監視し、連続的な電気信号に変換するアナログ式センサ１０１が接続されている。そし
て、アナログ回路９７ではアナログ式センサ１０１からの出力を増幅してＣＰＵ９６に供
給するようになっている。
【０１００】
　また、デジタル式センサ９８は、内視鏡洗滌消毒装置１内の機器の状態を監視し、二値
化した電気信号をＣＰＵ９６に出力するセンサである。さらに、ドライバ９９には告知ブ
ザー９４および内視鏡洗滌消毒装置１内の弁／ポンプ類１０２が接続されている。そして
、ドライバ９９から出力される制御信号によって告知ブザー９４および内視鏡洗滌消毒装
置１内の弁／ポンプ類１０２が駆動されるようになっている。
【０１０１】
　また、リセット回路１００は、電源電圧の変動、低下を検出してリセット信号を出力す
る電気回路である。さらに、ＣＰＵ９６の内部のＲＯＭには、内視鏡洗滌消毒装置１内の
機器を制御する為のプログラムが記録されている。そして、ＣＰＵ９６はこのプログラム
に従って内視鏡２の洗滌消毒工程を行うようになっている。
【０１０２】
　次に、上記構成の本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の作用について説明する。内視
鏡２の検査終了後、使用済みの内視鏡２の汚れを洗滌するために、使用する毎にその外表
面及び内部管路を洗滌消毒する必要がある。
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【０１０３】
　この内視鏡２の洗滌消毒作業時には、まず、検査に使用された使用済みの内視鏡２を洗
滌槽２９内にセットする。このとき、洗滌チューブ５３，５４，５５を用いて、内視鏡２
の送気送水管路５６、吸引管路５７および図示しない鉗子起上パイプの各管路口部と内視
鏡洗滌消毒装置１側の接続口３３，３４，３５とを連結する。さらに、内視鏡２にバイパ
スチューブ７５を接続し、この内視鏡２のユニバーサルコード側送水管路６８とユニバー
サルコード側送気管路６９との間を連通する。続いて、通信ケーブル１０を用いて内視鏡
２と内視鏡洗滌消毒装置１側の内視鏡通信コネクタ３２との間を電気的に接続させる。
【０１０４】
　その後、内視鏡洗滌消毒装置１の操作パネル８５上のプログラム選択ボタン８６で洗滌
消毒工程の内容を選択し、洗滌消毒工程の始動ボタン８７を押すと、設定された条件にし
たがって、洗滌、消毒、すすぎ、送気の各工程が行われる。このとき、内視鏡洗滌消毒装
置１は第９図に示すフローチャートに従って内視鏡２の洗滌消毒工程を次の通り実行する
。
【０１０５】
　まず、ステップＳ１で、内視鏡洗滌消毒装置１内にセットされた内視鏡２と内視鏡洗滌
消毒装置１との間で通信が行えるか否かが判断される。このとき、仮に、通信ケーブル１
０が接続されていない場合には、通信が正しく行われない。そして、このように内視鏡２
に記憶されたデータを内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９６で読み込む事ができない場合に
は次のステップＳ２に進む。このステップＳ２では内視鏡洗滌消毒装置１の内蔵の告知ブ
ザー９４が鳴り、メッセージコード表示部９２にメッセージコードＥ９０が表示される。
このとき、メッセージコード表の内容に対応させ、″Ｅ９０″というメッセージコードを
操作パネル８５のメッセージコード表示部９２に表示することでユーザーに内視鏡の接続
がなされていないことが告知される。そして、内視鏡２の洗滌消毒工程が中止され、ユー
ザーに通信コネクタ３２が接続されているか等の確認作業を行ってもらうようになってい
る。
【０１０６】
　また、ステップＳ１で、内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１との間で通信が使用者に告知
の必要が無い状態で行われた場合（使用者に告知すべき状態が発生しない場合）には次の
ステップＳ３に進む。このステップＳ３では内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９６は内視鏡
用通信コネクタ３２及び通信ケーブル１０を介して、内視鏡２内のＣＰＵ２０と通信をお
こなって、メモリ１９内のデータを読み取る処理を行う。このときの読み取りデータの内
容としては、内視鏡２の種類、型番、管路情報等である。そして、内視鏡洗滌消毒装置１
のＣＰＵ９６は洗滌槽２９内にセットされた内視鏡２の種類をこの通信を通じて認識する
と共に、この内視鏡２の送気送水管路５６、吸引管路５７および図示しない鉗子起上パイ
プの各管路の送気量の設定値のデータも認識する。なお、Ｘは吸引管路５７の送気量の設
定値、Ｙは送気送水管路５６の送気量の設定値、Ｚは鉗子起上パイプの送気量の設定値で
ある。
【０１０７】
　また、通信が行われた後に、次のステップＳ４の洗滌工程に進む。このステップＳ４の
洗滌工程では給水弁３９が開き、水道蛇口４０から洗滌水が給水管路３８及び給水口３６
を通じて洗滌槽２９内へ供給される。そして、洗滌槽２９内への給水により、貯水量が指
定水位に達した時点で、給水弁３９が閉じられ、洗滌作業が開始される。
【０１０８】
　この洗滌作業時には内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ
，４８ｃと内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ４５とを動作させる。そして、ポンプ４５の駆
動にともない洗滌槽２９の内部の洗滌液が循環液吸引口３０から内視鏡管路内洗滌消毒用
管路４４内に吸引されるとともに、このポンプ４５から吐出される高圧な洗滌液が内視鏡
管路内洗滌消毒用管路４４から逆止弁４６、流量センサー４７、３つの分岐流路４４ａ，
４４ｂ，４４ｃを経て吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ５３、送気送水管路洗滌消毒用洗
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滌チューブ５４、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ５５にそれぞれ供給され、さら
にこれらの各チューブ５３，５４，５５から内視鏡２の送気送水管路５６、吸引管路５７
および図示しない鉗子起上パイプの各管路内に供給されて、この内視鏡２の各管路内の洗
滌が行われる。つまり、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４を通じて洗滌槽２９内の洗滌水
を循環させ、内視鏡２の各管路内を洗滌する。
【０１０９】
　この洗滌作業が終了すると、次のステップＳ５のすすぎ工程に進む。このステップＳ５
のすすぎ工程では管路切換弁８１が排液ポジションに移動され、同時に排液ポンプ８４が
駆動される。この排液ポンプ８４の駆動にともない洗滌槽２９の内部の洗滌液が排液口３
１から管路切換弁８１を経て排液管路８３側に吸引され、この排液管路８３を通して外部
に廃棄される。
【０１１０】
　また、このすすぎ工程の後半ではコンプレッサー５１の運転が開始される。そして、こ
のコンプレッサー５１から吹き出される高圧なエアーはエアー供給管路５２を通し、逆止
弁５０、流量センサー４７および３つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃを順次介して洗
滌チューブ５３，５４，５５に供給され、さらに各洗滌チューブ５３，５４，５５を通じ
て内視鏡２の各管路内へエアーが供給され、内視鏡２の管路内の水切りが行われる。
【０１１１】
　この管路内の水切り作業中、次のステップＳ６の内視鏡２の各管路のエアーの流量測定
が行われる。このステップＳ６の流量測定では洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ
，４８ｃを動作させ、各管路に個別に送気させる。そして、各管路毎に個別に流量センサ
ー４７の出力を読み取ることで、内視鏡２の送気送水管路５６、吸引管路５７および図示
しない鉗子起上パイプの各管路のそれぞれのエアーの流量測定を行う。
【０１１２】
　例えば、電磁弁４８ａを開け、電磁弁４８ｂ，４８ｃを閉じた状態で送気を行う事で内
視鏡２の吸引管路５７にのみ送気が行われ、この時の流量センサー４７の出力を読み取る
ことで内視鏡２の吸引管路５７の送気流量の測定が行われる。
【０１１３】
　続けて、電磁弁４８ｂを開け、電磁弁４８ａ，４８ｃを閉じる位置に切換えた状態で、
同様に送気を行う事で内視鏡２の送気送水管路５６のみ送気が行われ、この時の流量セン
サー４７の出力を読み取ることで内視鏡２の送気送水管路５６の送気流量の測定が行われ
る。
【０１１４】
　さらに、電磁弁４８ｃを開け、電磁弁４８ａ，４８ｂを閉じる位置に切換えた状態で、
同様に送気を行う事で内視鏡２の鉗子起上パイプのみ送気が行われ、この時の流量センサ
ー４７の出力を読み取ることで内視鏡２の鉗子起上パイプの送気流量の測定が行われる。
なお、ｘはこのとき測定された吸引管路５７のエアー流量の測定値、ｙは送気送水管路５
６のエアー流量の測定値、ｚは鉗子起上パイプのエアー流量の測定値である。
【０１１５】
　さらに、内視鏡２の各管路のエアーの流量測定後、次のステップＳ７の演算処理が行わ
れる。ここでは、流量センサー４７で測定された内視鏡２の各管路のエアー流量の測定デ
ータ（ｘ，ｙ，ｚ）と、予め内視鏡２から通信によって得られた内視鏡２の各管路の送気
量の設定値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）とを比較し、管路の流量が設定値の範囲内の状態（内視鏡管路
である送気送水管路５６、吸引管路５７および鉗子起上パイプへの十分な送気・送液が行
われている状態）か、管路の流量が設定値の範囲外の状態であるかを判定する。
【０１１６】
　この比較判定方法は次の演算式に従って二者の比率を算出し、その演算結果の比率があ
る一定の設定範囲内に収まれば使用者に告知の必要が無い（動作）状態とし、その範囲を
逸脱した場合を使用者に告知すべき（動作）状態とする。
演算式：（実測した送気流量）÷（流量が設定値の範囲内の時の送気流量）×１００
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【０１１７】
　なお、Ａはこのとき演算された吸引管路５７の送気量の設定値Ｘとエアー流量の測定値
ｘとの比率、Ｂは送気送水管路５６の送気量の設定値Ｙとエアー流量の測定値ｙとの比率
、Ｃは鉗子起上パイプにおける送気量の設定値Ｚとエアー流量の測定値ｚとの比率である
。
【０１１８】
　ここで、演算結果の比率における管路流量の設定値の範囲を例えば８０％～１２０％に
設定する。そして、通信によって得られた内視鏡２の吸引管路５７の送気量の設定値が例
えば２．３Ｌ／ｍｉｎの場合に、測定された送気量が例えば２．０Ｌ／ｍｉｎである場合
には、演算結果の比率が約８７％となり、管路の流量が設定値の範囲内にあるので、使用
者に告知の必要が無い（動作）状態と判断する。
【０１１９】
　また、例えば、管路の送気量の設定値が２．３Ｌ／ｍｉｎに対し、測定された送気量が
１．２Ｌ／ｍｉｎであれば、演算結果の比率Ａが約５３％となる。この場合には、演算結
果である比率Ａが使用者に告知の必要が無い（動作）状態の設定範囲を下方に外れるので
、管路が詰まっていたり、コンプレッサー５１が正しく動作していない状態、或いは洗滌
チューブ５３、５４、５５の付け忘れなどの原因により内視鏡管路への送気が不足してい
ると判断され、使用者に告知すべき（動作）状態と判断される。
【０１２０】
　さらに、例えば、管路の送気量の設定値が２．３Ｌ／ｍｉｎであるのに対し、測定され
た送気量が、５．０Ｌ／ｍｉｎであれば、演算結果が約２１７％となる。この場合には、
演算結果が設定値の範囲を上方に外れるので、洗滌チューブ５３、５４、５５が外れてい
たり、洗滌消毒装置１内の管路が外れたり、漏れたりしていると判断され、使用者に告知
すべき（動作）状態と判断される。
【０１２１】
　このように、内視鏡管路の送気量の設定値と測定された内視鏡管路の送気量との比較を
各管路ごとに行う。そして、内視鏡２の各管路の内、１本でも管路の流量が設定値の範囲
外の状態と判断された場合は、洗滌消毒工程を中止して使用者に告知すべき（動作）状態
の告知を行う。
【０１２２】
　すなわち、ステップＳ８では、内視鏡２の各管路毎の演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が
使用者に告知の必要が無い（動作）状態の設定範囲の下限値である８０％よりも大きい（
Ａ＞８０％，Ｂ＞８０％，Ｃ＞８０％）か否かが判断される。このステップＳ８で、演算
結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使用者に告知の必要が無い（動作）状態の設定範囲の下限値
である８０％よりも小さい場合（使用者に告知すべき（動作）状態が発生した場合）には
次のステップＳ９に進む。このステップＳ９では内視鏡洗滌消毒装置１の内蔵の告知ブザ
ー９４を鳴らすと共に、操作パネル８５のメッセージコード表示部９２に表２のメッセー
ジコード表に従って演算結果が使用者に告知の必要が無い（動作）状態の範囲を下方に外
れている状態を表す″Ｅ９１″の文字のメッセージコードが表示される。これにより、使
用者に告知すべき（動作）状態の発生とその内容についての告知が行われる。
【０１２３】
　また、ステップＳ８で、演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使用者に告知の必要が無い（
動作）状態の設定範囲の下限値である８０％よりも大きい場合（使用者に告知すべき（動
作）状態が発生しない場合）には次のステップＳ１０に進む。このステップＳ１０では内
視鏡２の各管路毎の演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ）が使用者に告知の必要が無い（動作）
状態の設定範囲の上限値である１２０％よりも小さい（Ａ＜１２０％，Ｂ＜１２０％，Ｃ
＜１２０％）か否かが判断される。このステップＳ１０で、演算結果の比率（Ａ，Ｂ，Ｃ
）が使用者に告知の必要が無い（動作）状態の設定範囲の上限値である１２０％よりも大
きい場合（使用者に告知すべき（動作）状態が発生した場合）には次のステップＳ１１に
進む。このステップＳ１１では内視鏡洗滌消毒装置１の内蔵の告知ブザー９４を鳴らすと
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共に、操作パネル８５のメッセージコード表示部９２に表２のメッセージコード表に従っ
て演算結果が使用者に告知の必要が無い（動作）状態の範囲を上方に外れている状態を表
す″Ｅ９２″の文字のメッセージコードが表示される。これにより、使用者に告知すべき
（動作）状態の発生とその内容についての告知が行われる。
【０１２４】
　また、全ての内視鏡各管路への送気量が使用者に告知の必要が無い（動作）状態と判断
されれば、内視鏡各管路に十分な洗滌が行われたと判断し、次工程であるステップＳ１２
の消毒工程へと移行する。
【０１２５】
　ここで、使用者に告知すべき（動作）状態が無い場合は続いて消毒工程に入る。この消
毒工程では、始めに消毒液注入ポンプ４３の運転により消毒液タンク４２内の消毒液が消
毒液供給管路４１を通じて消毒液注入口３７から洗滌槽２９内に注入される。そして、洗
滌槽２９内の消毒液の貯留量が指定水位に達すると内視鏡２の全体はその消毒液中に完全
に浸漬される。この消毒液中の浸漬により、内視鏡２の外表面の消毒が行われる。
【０１２６】
　これと同時に、内視鏡管路内洗滌消毒用ポンプ４５を運転させることにより洗滌槽２９
内の消毒液を吸引して洗滌チューブ５３，５４，５５を通じて内視鏡２の各管路内に送液
する事で、その管路内の消毒が行われる。このようにして、内視鏡２の外表面および各管
路内の消毒がなされる。
【０１２７】
　さらに、この消毒工程の開始後、所定の消毒時間が経過すると内視鏡管路洗滌消毒用ポ
ンプ４５の運転が停止し、管路切換弁８１が消毒液回収ポジションに切り替わる。この状
態では、消毒液タンク４２と洗滌槽２９の排液口３１との間が連通し、消毒液が洗滌槽２
９から排出され、消毒液タンク４２内に回収される。
【０１２８】
　この後、上述した洗滌工程での動作と同様に、ステップＳ１３のすすぎ工程と、その後
半においてコンプレッサー５１の運転が行われ、内視鏡２の各管路内へエアーの供給によ
りステップＳ１４の水切り送気工程が行われる。以上の各工程により内視鏡２の洗滌消毒
が行われる。
【０１２９】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の内視
鏡洗滌消毒装置１では内視鏡２の洗滌消毒作業時に、使用済みの内視鏡２を洗滌槽２９内
にセットした状態で、内視鏡２に記憶されたデータを内視鏡洗滌消毒装置１のＣＰＵ９６
で読み込むとともに、内視鏡２の洗滌消毒作業中、内視鏡２の各管路のエアーの流量測定
が行われる。そして、内視鏡２の各管路のエアーの流量測定後、流量センサー４７で測定
された内視鏡２の各管路のエアー流量の測定データ（ｘ，ｙ，ｚ）と、予め内視鏡２から
通信によって得られた内視鏡２の送気量の設定値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）とを比較し、流量が設定
値の範囲以内か否かを判定する演算処理を行い、内視鏡２の各管路の内、１本でも流量が
設定値の範囲外と判断された場合は、洗滌消毒工程を中止して内視鏡洗滌消毒装置１の内
蔵の告知ブザー９４を鳴らすと共に、操作パネル８５のメッセージコード表示部９２にメ
ッセージコードを表示させることにより、使用者に告知すべき（動作）状態の発生とその
内容についての告知を行うようにしたものである。そのため、本実施の形態の内視鏡洗滌
消毒装置１では、多種多様な内視鏡２の各管路の状態や、内視鏡洗滌消毒装置１内のコン
プレッサー５１、ポンプなどの使用者に告知すべき（動作）状態、洗滌チューブ５３、５
４、５５の外れ等を正確、且つ、簡単な構成で検出することができ、適切な内視鏡２の洗
滌消毒を行うことができる。
【０１３０】
　なお、上記実施の形態ではエアーによって内視鏡管路の流量が設定値の範囲外の状態や
、内視鏡洗滌消毒装置１内のコンプレッサー５１の使用者に告知すべき（動作）状態、洗
滌チューブ５３、５４、５５の外れを検知しているが、合わせて内視鏡管路内洗滌消毒用
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管路４４を流れる洗滌水や、消毒液の流量を測定し、その管路の流量が設定値の範囲内の
時の流量を予め内視鏡２のＣＰＵ２０に記憶させておき、内視鏡洗滌消毒工程時に両者を
比較しても良い。この場合は、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４や、内視鏡管路内洗滌消
毒用ポンプ４５の使用者に告知すべき（動作）状態も検知できる。
【０１３１】
　また、上記実施の形態では流量センサー４７を用いて流量測定を行っているが、この代
わりに圧力計を用いて圧力測定を行い、圧力データで使用者に告知すべき（動作）状態の
検知を行っても良い。
【０１３２】
　さらに、本実施の形態では洗滌終了時の送気時に流量測定し、管路の流量が設定値の範
囲外か否かの検知を行っているが、洗滌消毒工程の開始後、すぐに内視鏡管路内に送気を
行って管路の流量が設定値の範囲外か否かの判断を即座に行っても良いことは勿論である
。また、この測定を″内視鏡管路の流量の減少チェック″として独立した付加機能として
行えるようにしても良い。
【０１３３】
　また、上記実施の形態では洗滌槽２９の内部にセットされた内視鏡２と内視鏡洗滌消毒
装置１との間で通信が出来ない場合は洗滌消毒工程を中止してユーザーへの告知を行って
いるが、洗滌消毒工程を中止せずに予め別に設定された流量が設定値の範囲外の場合用の
特別な洗滌消毒工程を行い、この特別な洗滌消毒工程の終了時にユーザーに内視鏡管路の
流量の減少チェックが行われていない事を告知しても良い。
【０１３４】
　この告知方法はメッセージコード表の内容に従ってＥ９３というメッセージコードを操
作パネル８５のメッセージコード表示部９２に表示してもよい。または、操作パネル８５
に管路の流量減少の検知未確認というＬＥＤや、ランプ等を具備させてこれを点灯させて
も良い。
【０１３５】
　また、逆に、管路の流量減少の検知確認済みというＬＥＤまたはランプ等を具備して、
管路の流量減少が無い場合に点灯させて、管路の流量減少検知を行わなかった場合は消灯
させる方法でも良いことは勿論である。
【０１３６】
　また、上記実施の形態では内視鏡管路の流量が設定値から外れていることが原因と予測
される使用者に告知すべき（動作）状態を検知した場合、すぐに洗滌消毒工程を中止して
ユーザーへの告知を行っているが、洗滌工程を追加して流量が設定値から外れている状態
の除去を試み、その追加洗滌工程後にもう一度、管路の流量減少の検知を行い、流量が設
定値の範囲外の状態が除去されたか確認するようにしても良い。このとき、追加の洗滌工
程は流量を設定値とする目的で管路への洗滌水の送液圧を上げたり、気液二相流方式で行
うなど特別なプログラムが行われるようにしても良い。そして追加洗滌の後に、流量を設
定値にできれば洗滌工程の後の工程を設定通りに行い、流量を設定値の範囲内にできなけ
れば使用者に告知すべき（動作）状態を告知するようにする。
【０１３７】
　また、内視鏡管路の流量が設定値から外れている状態が発見されても、設定通りの工程
を続け、洗滌消毒工程を全て行ってから使用者に告知すべき（動作）状態を告知しても良
い。この場合、外表面や、流量が設定値から外れている状態が無い管路に対しては洗滌消
毒が行われる。
【０１３８】
　また、上記実施の形態では内視鏡管路情報の確認を内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１と
の間を通信ケーブル１０で接続して行っているが、これに限らず赤外線や、磁気を用いた
通信によるもの等、本発明の要旨を逸脱しない範囲で様々な方式が考えられる。
【０１３９】
　また、内視鏡洗滌消毒装置１に内視鏡の種類ごとの管路情報を予め記憶させておき、ユ
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ーザーが予め内視鏡の種類を内視鏡洗滌消毒装置１のパネル上で入力したり、選択したり
出来るようにすることも可能である。
【０１４０】
　また、本実施の形態ではメッセージコードを表示する事で使用者に告知すべき（動作）
状態の告知を行っているが、液晶パネルや、モニターや、プリンター等を内視鏡洗滌消毒
装置１に設けて、エラー内容や、使用者に告知すべき（動作）状態の原因、その対応方法
等を文章で表示、または印字させても良い。さらに、洗滌消毒工程が設定通り使用者に告
知すべき（動作）状態が無く行われた場合も毎回、洗滌消毒した内視鏡２の名称・型番、
洗滌消毒工程の内容や、実施日時、そして流量が設定値から外れている状態の検知の確認
結果、洗滌消毒工程が使用者に告知すべき（動作）状態が無く行われた事を表示、または
印字させても良いことは勿論である。
【０１４１】
（実施の形態２）
　また、第１０図乃至第１２図は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（第１図乃至第９図参照）の内視鏡洗滌消毒装置１の構成を次の
通り変更したものである。なお、第１０図乃至第１２図中で、第１の実施の形態と同一構
成部分には同一の符号を付してその説明を省略する。
【０１４２】
　すなわち、本実施の形態では内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌槽２９内にセットされる内視
鏡２に接続される洗滌チューブ５３、５４、５５の接続場所を第１０図に示すように、内
視鏡２のユニバーサルコード６側のコネクタ部７に配置したものである。
【０１４３】
　第１０図において、内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌槽２９の内周面には、第１の実施の形
態と同様に内視鏡用通信コネクタ３２と、吸引管路洗滌チューブ接続口３３と、鉗子起上
パイプ洗滌チューブ接続口３５とがそれぞれ配設されているとともに、送気管路洗滌チュ
ーブ接続口１１１と、送水管路洗滌チューブ接続口１１２とが配設されている。
【０１４４】
　また、内視鏡洗滌消毒装置１の本体内に配設された内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の
下流（分岐流路）側には４つの分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃ，４４ｄが形成されてい
る。そして、分岐流路４４ａは吸引管路洗滌チューブ接続口３３、分岐流路４４ｂは送気
管路洗滌チューブ接続口１１１、分岐流路４４ｃは送水管路洗滌チューブ接続口１１２、
分岐流路４４ｄは鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口３５にそれぞれ接続されている。
【０１４５】
　さらに、内視鏡管路内洗滌消毒用管路４４の各分岐流路４４ａ，４４ｂ，４４ｃ，４４
ｄの途中には、洗滌消毒管路切換え電磁弁４８ａ，４８ｂ，４８ｃ，４８ｄがそれぞれ介
設されている。
【０１４６】
　また、洗滌槽２９の内部側には内視鏡管路の洗滌消毒用の４つの洗滌チューブ１１３～
１１６が設けられている。ここで、１つの洗滌チューブ１１３の一端部は吸引管路洗滌チ
ューブ接続口３３に連結され、内視鏡２の吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブが形成されて
いる。この吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１３の他端部には吸引用連結部１１７が設
けられている。そして、第１２図に示すようにこの吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１
３の吸引用連結部１１７が洗滌槽２９内にセットされた内視鏡２のコネクタ部７の吸引口
金６７に着脱可能に接続されている。
【０１４７】
　また、洗滌チューブ１１４の一端部は送気管路洗滌チューブ接続口１１１に連結され、
送気管路洗滌消毒用洗滌チューブが形成されている。この送気管路洗滌消毒用洗滌チュー
ブ１１４の他端部側には第１１図に示すように２つの管路に分岐された分岐管路１１４ａ
，１１４ｂが設けられている。ここで、一方の分岐管路１１４ａの先端部には第１の送気
用連結部１１８ａが設けられている。さらに、他方の分岐管路１１４ｂの先端部には第２
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の送気用連結部１１８ｂが設けられている。そして、この送気管路洗滌消毒用洗滌チュー
ブ１１４の一方の分岐管路１１４ａの第１の送気用連結部１１８ａは内視鏡２のコネクタ
部７の外周面の口金６５ｂに着脱可能に接続されている。さらに、送気管路洗滌消毒用洗
滌チューブ１１４の他方の分岐管路１１４ｂの第２の送気用連結部１１８ｂは内視鏡２の
コネクタ部７の先端面の口金６６に着脱可能に接続されている。
【０１４８】
　また、洗滌チューブ１１５の一端部は送水管路洗滌チューブ接続口１１２に連結され、
送水管路洗滌消毒用洗滌チューブが形成されている。この送水管路洗滌消毒用洗滌チュー
ブ１１５の他端部側には第１１図に示すように送水用連結部１１９が設けられている。そ
して、この送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５の送水用連結部１１９が洗滌槽２９内
にセットされた内視鏡２のコネクタ部７の送水口金６５ａに着脱可能に接続されている。
【０１４９】
　また、洗滌チューブ１１６の一端部は鉗子起上パイプ洗滌チューブ接続口３５に連結さ
れ、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブが形成されている。この鉗子起上パイプ洗滌
消毒用洗滌チューブ１１６の他端部側には内視鏡接続部１２０が設けられている。そして
、この鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ１１６の内視鏡接続部１２０が洗滌槽２９
内の内視鏡２の図示しない鉗子起上パイプに接続されている。
【０１５０】
　また、洗滌槽２９内にセットされる内視鏡２の操作部５には送気送水ボタンシリンダ６
２と吸引シリンダ６３とを塞ぐシリンダ栓コネクタ１２１と、処置具挿入口部６４を塞ぐ
鉗子栓コネクタ１２２とが装着されている。さらに、シリンダ栓コネクタ１２１には送気
送水管路ボタンシリンダ６２の内部に挿入される送気送水シリンダ挿入部１２３と、吸引
シリンダ６３の内部に挿入される吸引シリンダ挿入部１２４とが設けられている。ここで
、送気送水シリンダ挿入部１２３の外周面にはリング状のパッキン１２５が装着されてい
る。このパッキン１２５は内視鏡２の送気送水管路ボタンシリンダ６２の内周面に圧接さ
れ、この送気送水管路ボタンシリンダ６２の内部を２つの空間に区切り、送気管路１２６
と、送水管路１２７とを分離している。
【０１５１】
　次に、上記構成の本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の作用について説明する。本実
施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１による内視鏡２の洗滌消毒作業時には、まず、検査に使
用された使用済みの内視鏡２を洗滌槽２９内にセットする。このとき、吸引管路洗滌消毒
用洗滌チューブ１１３の吸引用連結部１１７が内視鏡２のコネクタ部７の吸引口金６７に
接続される。さらに、送気管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１４の第１の送気用連結部１１
８ａが内視鏡２のコネクタ部７の外周面の口金６５ｂに接続され、第２の送気用連結部１
１８ｂが内視鏡２のコネクタ部７の先端面の口金６６に接続される。また、送水管路洗滌
消毒用洗滌チューブ１１５の送水用連結部１１９が内視鏡２のコネクタ部７の送水口金６
５ａに接続され、鉗子起上パイプ洗滌消毒用洗滌チューブ１１６の内視鏡接続部１２０が
内視鏡２の図示しない鉗子起上パイプに接続される。さらに、内視鏡２の操作部５には送
気送水ボタンシリンダ６２と吸引シリンダ６３とを塞ぐシリンダ栓コネクタ１２１と、処
置具挿入口部６４を塞ぐ鉗子栓コネクタ１２２とが装着される。
【０１５２】
　これにより、第１１図に示す送気送水管路洗滌消毒用の送気・送液系が構成されるとと
もに、第１２図に示す吸引管路洗滌消毒用の送気・送液系が構成される。そして、送水管
路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５から送られた洗滌液や、エアーは第１１図中に矢印で示
すように内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサルコード側送水管路６８を通って操作部
５の送気送水管路ボタンシリンダ６２へと達する。ここからさらに、挿入部側送水管路６
０へと導かれ、挿入部４の先端の送気送水ノズル５８より内視鏡２の外へ抜けていく。
【０１５３】
　また、送気管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１４から送られた洗滌液や、エアーは第１１
図中に矢印で示すように内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサルコード側送気管路６９
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を通って操作部５の送気送水管路ボタンシリンダ６２へと達する。ここからさらに、挿入
部側送気管路６１へと導かれ、挿入部４の先端の送気送水ノズル５８より内視鏡２の外へ
抜けていく。
【０１５４】
　さらに、第１２図に示すように吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１３から送られた洗
滌液や、エアーは第１２図中に矢印で示すように内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサ
ルコード側吸引管路７０を通って操作部５の吸引管路ボタンシリンダ６３へと達する。こ
こで、シリンダ６３の開口部はシリンダ栓コネクタ１２１により塞がれているので、ここ
からさらに挿入部側吸引管路である処置具挿通チャンネル５９へと導かれる。そして、処
置具挿通チャンネル５９の途中の処置具挿入口部６４もまた、鉗子栓コネクタ１２２によ
り塞がれているので、エアーや、洗滌液は挿入部４の先端まで導かれて内視鏡２の外へと
抜けていく。
【０１５５】
　そこで、本実施の形態によれば、内視鏡２の内部の送気管路１２６と、送水管路１２７
とがそれぞれ一本道の管路のように構成される為、それぞれの管路の何処かで流量が減少
している場合は流量が大幅に変化する。そのため、洗滌消毒工程前に第１の実施の形態と
同様に、通信ケーブル１０を用いて内視鏡２と内視鏡洗滌消毒装置１側の内視鏡通信コネ
クタ３２との間を電気的に接続させ、通信することによって、内視鏡２より管路情報を得
ておき、実際の洗滌消毒工程中の流量を検知して比較演算する事により、内視鏡２の管路
の流量の減少等の使用者に告知すべき（動作）状態を検知することができる。
【０１５６】
　さらに、本実施の形態によれば、内視鏡２の内部の吸引管路５７もまた一本道の管路の
ように構成される為、管路の何処かで流量が減少している場合は管路の流量が設定値の範
囲内の時に比べ大幅に変化するので、第１の実施の形態と同様に、使用者に告知すべき（
動作）状態を容易に検知することができる。
【０１５７】
（実施の形態３）
　また、第１３図は本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第２の
実施の形態（第１０図乃至第１２図参照）の内視鏡洗滌消毒装置１の構成を次の通り変更
したものである。
【０１５８】
　すなわち、第２の実施の形態では内視鏡洗滌消毒装置１の洗滌槽２９内にセットされる
内視鏡２の送気送水管路を洗滌するために送気管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１４と送水
管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５の２つの洗滌チューブを設け、これらの２つの洗滌チ
ューブ１１４，１１５を内視鏡２のユニバーサルコード６側のコネクタ部７に連結するこ
とにより、洗滌槽２９内にセットされる内視鏡２の送気送水管路を送気管路１２６と、送
水管路１２７とに分離して内視鏡２の送気送水管路内に送気送液する構成を示したが、本
実施の形態では第１３図に示すように、第２の実施の形態の送気管路洗滌消毒用洗滌チュ
ーブ１１４と送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１１５の２つの洗滌チューブを１つにまと
めた１本の送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１３１を設け、この１本の洗滌チューブ
１３１から内視鏡２の送気送水管路に同時に送気送水する管路構成にしたものである。
【０１５９】
　また、洗滌チューブ１３１における内視鏡接続部側には２つの管路に分岐された分岐管
路１３１ａ，１３１ｂが設けられている。ここで、一方の分岐管路１３１ａの先端部には
第１の送気送液管路連結部１３２ａが設けられている。この第１の送気送液管路連結部１
３２ａには内視鏡２のコネクタ部７の外周面の口金６５ａ，６５ｂにそれぞれ着脱可能に
接続される２つの凹陥部１３３ａ，１３３ｂが設けられている。
【０１６０】
　さらに、他方の分岐管路１３１ｂの先端部には第２の送気送液管路連結部１３２ｂが設
けられている。この第２の送気送液管路連結部１３２ｂには内視鏡２のコネクタ部７の先
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端面の口金６６に着脱可能に接続される凹陥部１３４が設けられている。
【０１６１】
　また、内視鏡２の送気送水ボタンシリンダ６２および吸引シリンダ６３にはシリンダ栓
コネクタ１３５が装着されている。このシリンダ栓コネクタ１３５には送気送水ボタンシ
リンダ６２の各開口部を塞ぐ送気送水ボタンシリンダ閉塞部１３５ａと、吸引シリンダ６
３の各開口部を塞ぐ吸引シリンダ閉塞部１３５ｂとが設けられている。
【０１６２】
　なお、内視鏡２の吸引管路５７、鉗子起上パイプへの内視鏡洗滌消毒装置１からの送気
送液方法は第２の実施の形態と同じ構成になっているので、ここではその説明を省略する
。
【０１６３】
　そして、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置１の使用時には送気送水管路洗滌消毒用洗
滌チューブ１３１の一方の分岐管路１３１ａの第１の送気送液管路連結部１３２ａが内視
鏡２のコネクタ部７の外周面の口金６５ａ，６５ｂにそれぞれ着脱可能に接続されるとと
もに、この洗滌チューブ１３１の他方の分岐管路１３１ｂの第２の送気送液管路連結部１
３２ｂがコネクタ部７の先端面の口金６６に着脱可能に接続される。この状態で、内視鏡
洗滌消毒装置１から送気送水管路洗滌消毒用洗滌チューブ１３１を通じて送られるエアー
や、洗滌液等は、内視鏡２のコネクタ部７からユニバーサルコード側送水管路６８とユニ
バーサルコード側送気管路６９を通って操作部５の送気送水管路ボタンシリンダ６２へと
達する。ここで、シリンダ６２の開口部はシリンダ栓コネクタ１３５により塞がれている
ので、送られるエアーや、洗滌液等は、ここからさらに、挿入部側送水管路６０と挿入部
側送気管路６１へと導かれ、挿入部４の先端の送気送水ノズル５８より内視鏡２の外へ抜
けていく。
【０１６４】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態によれ
ば、内視鏡２の送気管路と送水管路の何処かで流量が減少している場合、内視鏡２の送気
管路と送水管路を流れる流量が減少するので、使用者に告知すべき（動作）状態を検知す
ることができる。そのため、本実施の形態では、内視鏡２の送気送水管路を洗滌するため
に内視鏡２のコネクタ部７に接続する洗滌チューブ１３１を第２の実施の形態に比べて１
本削減できるので、内視鏡洗滌消毒装置１側の部品点数、制御方法等も第２の実施の形態
に比べ簡略化することができる。
【０１６５】
　さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施できることは勿論である。次に、本出願の他の特徴的な技術事項を
下記の通り付記する。
【０１６６】
記（付記項１）内視鏡に予め付された管路情報を読み取る手段と、工程中に内視鏡の各管
路の流量を測定する手段と、前記読み取った管路情報に基づいて前記測定された流量が設
定値の範囲内か判断する演算手段と、流量が設定値の範囲外の場合に使用者に告知すべき
（動作）状態を告知する手段を具備した事を特徴とする内視鏡洗滌消毒装置。
【０１６７】
　（付記項２）内視鏡の各管路へ送気を行う送気源と、内視鏡各管路と装置とを繋ぐ洗滌
チューブと、送気する対象内視鏡管路を切替える手段と、内視鏡内部の送気管路及び送水
管路を連通する手段を具備したことを特徴とする自動内視鏡洗滌消毒装置。
【０１６８】
　（付記項３）上記使用者に告知すべき（動作）状態は、内視鏡管路の何処かで流量が減
少している状態、洗滌チューブの外れ、洗滌チューブの付け忘れ、装置内部管路の外れ、
装置内部管路の漏れ、装置内部送気源の動作不良等であることを特徴とする付記項１に記
載の自動内視鏡洗滌消毒装置。
【０１６９】
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　（付記項１～３の従来技術）従来から、内視鏡は体腔内の検査および治療に広く利用さ
れており、その内部には送気、送水、吸引等を行うための各種の管路が組み込まれている
。そして、内視鏡は、使用する毎に、その内部管路を洗滌消毒する必要がある。
【０１７０】
　ところで、内視鏡は、胃用内視鏡、十二指腸用内視鏡、大腸用内視鏡、気管支用内視鏡
など多種類である。胃用内視鏡は、一般的に特殊な管路がなく、また管路も短く標準的な
太さである。十二指腸用内視鏡には管路が極めて細い鉗子起上パイプがある。大腸用内視
鏡は、挿入部が長く、管路も太い。逆に気管支用内視鏡は、管路が細い。このように内視
鏡管路は、種類によって構造が大きく異なっている。
【０１７１】
　これらを洗滌消毒する為に、内視鏡洗滌消毒装置においては、装置と内視鏡管路とを接
続し、装置から内視鏡管路内へ洗滌液や消毒液、空気等を送り込んでいる。ここで、内視
鏡管路の洗滌性、消毒性を保つ為には内視鏡管路への十分な送液及び送気が行われなくて
はならない。
【０１７２】
　従来の内視鏡洗滌消毒装置においては、内視鏡管路を流れる液体の流量や圧力などを測
定し、内視鏡管路に詰まりが無く、送液及び送気が十分行われているかを確認する手段が
提案されている。
【０１７３】
　（付記項１～３が解決しようとする課題）内視鏡管路に送気、送液する際、各種内視鏡
管路のそれぞれに適切な流量、圧力で供給されているか否かを検出するのは困難であった
。
【０１７４】
　（付記項１～３の目的）本発明はこの様な事情に鑑みてなされたもので、その目的とす
る所は多種多様な内視鏡管路のそれぞれに供給される気体や液体の流通状態を簡単な構成
で検出することができる内視鏡洗滌消毒装置を提供する事にある。
【０１７５】
　（付記項１の課題を解決するための手段）本発明は、前記課題を解決する為に、内視鏡
に予め付された管路情報を読み取る手段と、工程中に内視鏡の各管路の流量を測定する手
段と、前記読み取った管路情報に基づいて前記測定された流量が設定値の範囲内か判断す
る演算手段と、流量が設定値の範囲外の場合に使用者に告知すべき（動作）状態を告知す
る手段を具備した事を特徴とする内視鏡洗滌消毒装置により構成される。
【０１７６】
　（付記項１の作用）内視鏡の管路構成、管路の流量や圧力等のデータを内視鏡に付し、
このデータを洗滌消毒装置が認識して、当該内視鏡の各管路に応じた流量や圧力の基準値
を設定し、この基準値と流量センサーからの出力値と各管路ごと個別に比較演算すること
で内視鏡管路への十分な送気・送液が行われている事を確実に確認する事が出来る。
【０１７７】
　（付記項１～３の効果）以上説明したように、本発明によれば内視鏡管路の流量が設定
値の範囲外の状態やコンプレッサー、ポンプなどの状態、洗滌チューブ外れ等を検知する
事が出来、適切な内視鏡の洗滌消毒が行うことができる。
【０１７８】
　（付記項４）内視鏡の内部に設けられた管路に送液をする内視鏡洗滌消毒装置において
、前記内視鏡の管路に流体を導く送水管路と、前記送水管路に流れる流体の物理量を測定
する測定手段と、前記測定結果と所定の基準値とを比較する比較手段と、前記比較手段の
比較結果に基づき、前記内視鏡の管路に流れる流体を制御する制御手段とを備えたことを
特徴とする内視鏡洗滌消毒装置。
【０１７９】
　（付記項５）前記比較手段の比較結果に基づき、前記制御手段の制御状態を告知する告
知手段を備えたことを特徴とする付記項４記載の内視鏡洗滌消毒装置。
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【０１８０】
　（付記項６）前記送水管路に設けられ、前記内視鏡の第１の管路の一端の開口部に着脱
自在に接続可能な第１の接続部と、前記内視鏡の第１の管路の他端の開口部に着脱自在に
接続可能な第２の接続部と、前記内視鏡の第２の管路に一端の開口部に着脱自在に接続可
能な第３の接続部と、前記第２の接続部と前記第３の接続部を連通する連通手段とを備え
たことを特徴とする付記項４記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【０１８１】
　（付記項７）前記内視鏡の第１の管路の端部と前記送水管路の端部に接続された第１の
送液管路と、前記内視鏡の第２の管路の端部と前記送水管路の端部にされた第２の送液管
路と、前記第１の送液管路と前記第２の送液管路に各々設けられた複数の電磁弁と、前記
複数の電磁弁を選択的に切り替える制御手段とを備えたことを特徴とする付記項４記載の
内視鏡洗滌消毒装置。
【０１８２】
（実施の形態４）
　実施の形態１の内視鏡洗滌消毒装置１では、内視鏡管路の詰まり状況を検出するにあた
り、吸引管路５６、送気送水管路５７および鉗子起上パイプ（図示省略）のいずれに対し
ても、等しい圧力でコンプレッサ５１からエアを供給する（第４図参照）。しかしながら
、鉗子起上パイプは、管路の径が小さく、また、内部に鉗子起上用のワイヤを有するため
、他の内視鏡管路と比較して管路抵抗が著しく大きい。このため、鉗子起上パイプでは、
通過するエアの流量が著しく少ないため、流量センサー４７による流量測定（Ｓ６）が難
しいという問題点がある。そこで、この実施の形態４では、内視鏡管路の種類に応じてエ
アの供給圧力を調整し、流量測定（Ｓ６）に十分な流量を確保する点に特徴を有する。
【０１８３】
　第１４図は、この発明の実施の形態４にかかる内視鏡洗滌消毒装置の要部を示す構成図
である。同図において、上記実施の形態１と同一の構成要素には同一の符号を付し、その
説明を省略する。この内視鏡洗滌消毒装置１４０は、実施の形態１の内視鏡洗滌消毒装置
１と比較して、吸引管路５６等に流体を供給する送気送水系１４１に、リリーフ弁１４２
ａ～１４２ｃと、リリーフ管路１４３とを含む点で相異する。リリーフ弁１４２ａ～１４
２ｃは、各分岐流路４４ａ～４４ｃ上であって電磁弁４８ａ～４８ｃの上流側に設けられ
る。そして、リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃは、通過するエアの一部をリリーフ管路１４
３に逃がして、内視鏡管路に供給するエアの圧力を、所定の設定値まで減少させる。これ
により、各内視鏡管路には、所定の圧力に調整されたエアがそれぞれ供給される。ここで
、エアの圧力の設定は、各リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃに付されたバネを手動により調
整して、各リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃ毎にそれぞれ個別に行われる。また、この設定
値は、各内視鏡管路固有の既知の値である。また、この設定値は、制御部のＣＰＵ９６に
読み込まれ、この設定値と実測値との比較演算（Ｓ６～Ｓ８参照）により、内視鏡管路の
詰まり状況が検出される。リリーフ管路１４３は、各リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃから
それぞれ引き出され、ポンプ４５の上流側に接続される。コンプレッサー１４４は、少な
くとも各内視鏡管路の耐性圧力以上のエアを供給できる。
【０１８４】
　この実施の形態４において、内視鏡管路の詰まり状況の検出は、実施の形態１と同様に
行われる（第９図参照）。すなわち、すすぎ工程（Ｓ５）の最後にコンプレッサー１４４
を駆動し、各電磁弁４８ａ～４８ｃを順次切り替えて各内視鏡管路に順次エアを供給する
。そして、このエアにより内視鏡管路内を水切りしつつ、流量センサー４７にてエアの流
量を測定して、内視鏡管路の詰まりの有無を検出する（Ｓ６～Ｓ１１）。ここで、内視鏡
管路に供給されるエアの圧力は、管路抵抗が大きく流体が流れ難い内視鏡管路ほど高い。
具体的には、最も管路抵抗が大きい鉗子起上パイプが、他の内視鏡管路５６、５７よりも
、高圧のエアを供給される。これにより、流体が流れ難い鉗子起上パイプにも、流量測定
に十分なエアを供給できるので、流量センサー４７による測定精度を高められる利点があ
る。
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【０１８５】
　なお、この実施の形態４では、各リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃを通過するエアの圧力
は、各内視鏡管路の耐性圧力以下であり、例えば、吸引管路５６では約０．３［ＭＰａ］
、送気送水管路５７では約０．２［ＭＰａ］、鉗子起上パイプでは約１．０［ＭＰａ］で
ある。これにより、圧力の超過による内視鏡管路の破損を抑制できる利点がある。また、
洗滌消毒工程において、エアの供給は、本来、内視鏡管路内に残る洗滌水の水切りを目的
とする。この点において、この実施の形態４によれば、各リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃ
の調整により、各内視鏡管路へのエアの供給量を任意に調整できるので、各内視鏡管路に
十分なエアを供給できる利点ある。
【０１８６】
　また、この実施の形態４では、水切用エアの流量を測定して、内視鏡管路内の詰まり状
況を検出した。これは、供給圧力が同等であれば、液体よりも気体であるエアの方がその
流量が多くなるため、流量センサー４７による測定精度を高められる点で好ましい。しか
し、これに限らず、洗滌水や消毒液の流量を測定して詰まり状況を検出しても良い。また
、かかる場合には、送気送水系１４０のポンプ４５に代えて、各内視鏡管路の耐性圧力以
上の流体を供給できるポンプ（図示省略）を設けることが好ましい。これにより、各内視
鏡管路に対して十分な流量の流体を供給できるので、その洗滌効果、消毒効果、すすぎ効
果等を高められる利点がある。
【０１８７】
　また、この実施の形態４では、各内視鏡管路の耐性圧力以上のエアを供給できるコンプ
レッサー１４４を用いたが、これに限らず、複数のポンプを設けてこの機能を確保しても
良い（図示省略）。また、実施の形態１のコンプレッサ５１を用いると共に、送気送水系
１４０内に流体の流路を絞る絞り部（図示省略）を設けて、エアの供給圧力を高めても良
い。
【０１８８】
　また、この実施の形態４では、リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃの設定値を如何に制御部
のＣＰＵ９６に読み込むかを、限定していない。この読み込み態様には、例えば、（１）
リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃに設定した設定値と同じ設定値を、ユーザーにより直接制
御部に入力する、（２）リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃに制御部を接続して自動的に読み
取らせる、（３）リリーフ弁１４２ａ～１４２ｃに設定した設定値と同じ設定値を、内視
鏡２の不揮発性メモリ１９に記録しておき、これを読み込む場合が含まれる。ここで、（
２）や（３）の態様については、内視鏡２毎に違う設定値を、その都度入力する必要がな
いので、多種多様な内視鏡管路のそれぞれに供給される気体や液体の流通状態を簡単な構
成で検出できる利点がある。
【０１８９】
　また、この実施の形態４には、実施の形態１の内視鏡洗滌消毒装置１に対する変形例と
同様の変形例を適用しても良い。例えば、流量センサー４７を圧力センサーとしても良い
し、エアではなく洗滌水や消毒液の流量を測定しても良い。また、流量センサー４７、リ
リーフ弁１４２ａ～１４２ｃ、リリーフ管路１４３その他の構成要素の設置位置は、上記
作用効果を得られる限り、当業者自明の範囲内にて適宜設計変更可能である。また、これ
らの点は、後述する実施の形態およびその変形例についても同様である。
【０１９０】
　ところで、近年の医療機器の分野では、単に内視鏡管路の詰まりの有無を検出するのみ
ならず、詰まりの程度をも高い精度で検出すべき要請がある。しかしながら、詰まりの程
度を検出するには、すべての内視鏡管路の詰まり状況を、高精度にて検出する必要がある
。この点において、この実施の形態４では、上記の構成により、管路抵抗が大きい内視鏡
管路についても高精度にて詰まり状況を検出できるので、かかる要請に対応できる利点が
ある。詰まりの程度を検出してユーザーに告知する構成には、例えば、実施の形態１にか
かる比較演算ステップ（Ｓ８、Ｓ１０）をより細分化し、流量の設定値と測定値との比率
について複数段階で比較演算ステップを行い、その演算結果を段階的な表示によりユーザ
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ーに告知する構成が含まれる。具体的には、比較演算ステップを、８０［％］～１２０［
％］まで間にて５［％］刻みで行い、以下の表３に従って、ユーザーに告知する。なお、
赤・青・黄のランプ（図示省略）は、操作パネル８５に設ける。
【０１９１】
【表３】

【０１９２】
　これにより、内視鏡管路の詰まりの有無のみならず、詰まりの程度までもユーザーに告
知できるので、ユーザーの需要に適切に対応できる利点がある。また、これにより、詰ま
り状況のみならず、内視鏡の洗滌消毒状況をも告知できるので、内視鏡洗滌消毒装置の製
品としての信頼性を高められる利点がある。なお、この構成において、例えば、ユーザー
への告知内容が青ランプ表示以外の場合には、再度、洗滌すすぎ工程（Ｓ４、Ｓ５）を行
い、上記比較演算ステップおよび告知ステップを行っても良い。
【０１９３】
（実施の形態５）
　また、上記実施の形態４と同様の課題を解決するにあたり、、次の構成を採用しても良
い。第１５図は、この発明の実施の形態５にかかる内視鏡洗滌消毒装置を示す構成図であ
る。同図において、上記実施の形態１および上記実施の形態４と同一の構成要素には同一
の符号を付し、その説明を省略する。この内視鏡洗滌消毒装置１５０は、実施の形態１の
内視鏡洗滌消毒装置１に、さらに、弁の開閉度を電気制御可能なリリーフ弁１５２を追加
して構成される。リリーフ弁１５２は、送気送水系１５１の管路部分４９上であって流量
センサ４７の下流側に設けられる。また、リリーフ弁１５２は、ソレノイド式の開閉弁を
備え、制御部（図示省略）に接続されて、その弁の開閉度を電気制御される。
【０１９４】
　この実施の形態５において、リリーフ弁１５２は、コンプレッサー１４４から供給され
たエアの圧力をその弁の開閉度により調整する。弁の開閉により余ったエアは、リリーフ
管路２０１を介して排出される。ここで、エアの圧力は、各内視鏡管路の特性に応じて個
別に設定される。この設定値は、管路情報として内視鏡２の不揮発性メモリ１９に記録さ
れ、洗滌消毒工程に先立って制御部のＣＰＵ９６に読み込まれる（Ｓ１参照）。次に、リ
リーフ弁１５２を介して所定の圧力に調整されたエアは、順次開閉する電磁弁４８ａ～４
８ｃを介して各内視鏡管路に、順次供給される。そして、内視鏡管路の詰まり状況が検出
される（Ｓ６～Ｓ１０参照）。この実施の形態５によれば、エアの供給圧力を内視鏡管路



(30) JP 4504198 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

毎に調整できるので、管路抵抗が比較的高い内視鏡管路にも、十分な流量のエアを供給で
きる。これにより、流量センサー４７による測定精度を高められる利点がある。なお、こ
の実施の形態５において、エアの圧力は、各内視鏡管路の耐性圧力以下にそれぞれ設定さ
れる。これにより、圧力の超過による内視鏡管路の破損を効果的に抑制できる利点がある
。
【０１９５】
（実施の形態６）
　また、上記実施の形態４と同様の課題を解決するにあたり、次の構成を採用しても良い
。すなわち、この実施の形態６では、実施の形態１のコンプレッサー５１に代えて、制御
部に接続されると共に出力を可変制御可能なコンプレッサーを設ける（図示省略）。そし
て、電磁弁４８ａ～４８ｃの開閉に応じてコンプレッサーの出力を順次切り替え、各内視
鏡管路に、その耐性流量もしくは耐性圧力のエアを供給する。なお、各内視鏡管路の耐性
流量もしくは耐性圧力は、事前に設定された既知の値であり、流量情報として内視鏡２内
の不揮発性メモリ１９に記録されて、洗滌消毒工程にて制御部のＣＰＵ９６に読み取られ
る（Ｓ３）。そして、各内視鏡管路の詰まりの有無は、ＣＰＵ９６が読み取った流量情報
を基準として判断される（Ｓ６～Ｓ１１）。
【０１９６】
　この実施の形態６によれば、管路抵抗が他の内視鏡管路より大きくて流体が流れ難い内
視鏡管路にも、十分なエアを供給できるので、その流量測定を好適に成し得る利点がある
。また、コンプレッサーを電気制御することにより、エアの供給圧力を内視鏡管路の耐性
圧力以下に制御できるので、圧力の超過による内視鏡管路の破損を効果的に抑制できる利
点がある。
【０１９７】
　なお、この実施の形態６では、不揮発性メモリ１９に対して耐性流量もしくは耐性圧力
を流量情報として事前に記録し、この流量情報に基づきコンプレッサーの出力を順次切り
替える。かかるシーケンシャル制御は、制御系の構成を簡素にできる点で好ましい。しか
し、これに限らず、流量センサー４７の測定結果に基づきコンプレッサーの出力をフィー
ドバック制御し、エアの供給流量もしくは供給圧力を最適化する構成としても良い。これ
により、各内視鏡管路内を通過するエアの流量を、流量センサー４７が測定可能な流量に
調整できると共に、エアの過供給による内視鏡管路の破損を効果的に抑制できる利点があ
る。
【０１９８】
　また、この実施の形態６において、流量センサー４７に代えて、若しくは流量センサー
４７と共に、圧力センサーを設けて上記フィードバック制御を行っても良い。第１６図は
、かかる変形例の一例を示す構成図である。同図において、実施の形態１と同一の構成要
素には同一の符号を付して、その説明を省略する。この内視鏡洗滌消毒装置１６０は、送
気送水系１６１の管路部分４９上であって流量センサー４７の下流側に、圧力センサー１
６２を有する。コンプレッサー１６３は、出力を可変制御可能であり、制御部（図示省略
）に接続されて設置される。そして、コンプレッサー１６３は、流量センサー４７および
圧力センサー１６２の測定結果に基づき、制御部を介してその出力を制御される。これに
より、各内視鏡管路に供給されるエアの流量もしくは圧力を最適化できる利点がある。ま
た、各内視鏡管路内の詰まり状況の検出は、主として、流量センサー４７を用いた構成が
好適である。詰まりの有無は、流体の流量により直接検出できるからである。また、各内
視鏡管路の破損防止は、圧力センサー１６２を用いた構成が好適である。破損は、圧力超
過により生ずる場合が多いためである。したがって、この構成によれば、流量センサー４
７と圧力センサー１６２とを設けたので、これらの双方の点に優れる。
【０１９９】
（実施の形態７）
　また、上記実施の形態４と同様の課題を解決するにあたり、、次の構成を採用しても良
い。第１７図は、この発明の実施の形態７にかかる内視鏡洗滌消毒装置を示す構成図であ
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る。同図において、上記実施の形態１と同一の構成要素には同一の符号を付し、その説明
を省略する。この内視鏡洗滌消毒装置１７０は、実施の形態１の内視鏡洗滌消毒装置１の
流量センサ４７を省略し、これに代えて、分岐流路４４ａ～４４ｃ上に流量センサー１７
２、１７３および圧力センサー１７４を設ける。流量センサー１７２は、吸引管路５７へ
の流路上に設けられ、流量センサー１７３は、送気送水管路５６への流路上に設けられる
。これらは、制御部に接続され、実施の形態１の流量センサー４７と同様に機能して、通
過するエアの流量を測定する。これにより、吸引管路５７および送気送水管路５６の詰ま
り状況が検出される。
【０２００】
　一方、圧力センサー１７４は、鉗子起上パイプへの流路上に設けられ、制御部に接続さ
れて通過するエアの圧力を測定する。そして、実施の形態１の流量測定（第９図参照）と
同様の手順により、鉗子起上パイプ内の詰まり状況を検出する。具体的には、例えば、内
視鏡２の不揮発性メモリ１９に記録されるエアの圧力の設定値Ｚは、鉗子起上パイプの耐
性圧力であり、既知の値が用いられる。この設定値は、洗滌工程（Ｓ４）に先立って、制
御部のＣＰＵ９６に読み取られる（Ｓ３参照）。また、鉗子起上パイプの測定値ｚは、圧
力センサー１７４の測定値となる（Ｓ６参照）。そして、これらの設定値Ｚおよび測定値
ｚの比率Ｃを算出し（Ｓ７参照）、この算出結果に基づき比較演算ステップおよびユーザ
ーへの告知ステップを行う（Ｓ８～Ｓ１１参照）。ここで、比率Ｃが８０［％］より小さ
い場合には（Ｓ８およびＳ９参照）、流体の供給圧力が低く、流路上のいずれかでエアの
漏れが生じているおそれがある。また、比率Ｃが１２０［％］より大きい場合には（Ｓ１
０およびＳ１１参照）、流体の供給圧力が高く、鉗子起上パイプ内に詰まりが生じている
おそれがある。かかる工程により、圧力センサー１７４を用いて、鉗子起上パイプの詰ま
り状況を検出できる。
【０２０１】
　ここで、鉗子起上パイプでは、管路抵抗が高く流体が流れ難いため、高い精度での流量
測定が難しいという問題点がある。この点において、この実施の形態７では、圧力センサ
ー１７４を用いて供給流体の圧力を測定し、鉗子起上パイプの詰まりの有無を検出するの
で、エアの流量が少ない場合であっても、エアの通過状況の異変を的確に検出できる。こ
れにより、流量センサー４７による検出と比較して、より高精度の検出が可能となる利点
がある。
【０２０２】
　なお、この実施の形態７において、流量センサー１７２、１７３は、単一の流量センサ
ーとしても良い（図示省略）。これにより、構成要素を減少できる利点がある。また、同
様の観点から、複数の内視鏡管路がある場合にも、分岐流路４４の構成を工夫すれば、流
量センサーおよび圧力センサーは各１つずつで足りる（第１８図参照）。これにより、セ
ンサーの設置数を低減できる利点がある。
【０２０３】
（実施の形態８）
　また、上記実施の形態４と同様の課題を解決するにあたり、、次の構成を採用しても良
い。第１９図は、この実施の形態８にかかる内視鏡洗滌消毒装置を示す構成図である。同
図において、上記実施の形態１と同一の構成要素には同一の符号を付し、その説明を省略
する。この内視鏡洗滌消毒装置１８０は、流量センサー４７を含む送気送水系１８１と、
圧力センサー１８３を含む送気送水系１８２とを備え、これらを内視鏡管路の種類に応じ
て使い分ける点に特徴を有する。流量センサー４７を含む送気送水系１８１は、吸引管路
５７および送気送水管路５６に接続される。これらの内視鏡管路は、比較的管路抵抗が低
く、流体が流れ易いという特性を有する。また、この送気送水系１８１の構成および作用
は、実施の形態１の送気送水系と略同一であり、流量センサー４７により吸引管路５７内
および送気送水管路５６内のエアの流量を順次測定して、その詰まり状況を検出する。
【０２０４】
　一方、圧力センサー１８３を含む送気送水系１８２は、実施の形態１の内視鏡洗滌装置
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１に新たに付加される構成である。この送気送水系１８２は、圧力センサー１８３と、コ
ンプレッサー１８４と、ポンプ１８５とを含み構成される。圧力センサー１８３は、管路
部分１８６上に設けられると共に、制御部（図示省略）に接続される。管路部部１８６は
、先端部を鉗子起上パイプへの接続口３５に接続され、後端部を二股に分岐する。分岐し
た後端部は、その一端部を開放し、他端部を洗滌槽２９の循環液吸引口３０側に接続され
る。コンプレッサー１８４は、管路部分１８６の開放された側の端部に、逆止弁１８７と
共に設けられる。ポンプ１８５は、循環液吸引口３０側の管路部分１８６上に、逆止弁１
８８と共に設けられる。ここで、この送気送水系１８２は、他方の送気送水系１８１と略
同様の機能を有するが、圧力センサー１８３によりエアの圧力を測定して、鉗子起上パイ
プ内の詰まり状況を検出する点に特徴を有する。これにより、エアの流量に関わらず、管
路抵抗が高い鉗子起上パイプの詰まり状況を、高精度にて測定できる利点がある。
【０２０５】
　また、この実施の形態８では、内視鏡管路の管路抵抗の差異に応じて送気送水系１８１
、１８２を個別に設け、それぞれ適したセンサー４７、１８３を用いて詰まり状況を検出
する。これにより、詰まり状況を的確に検出できる利点がある。また、この実施の形態８
によれば、用いられる各コンプレッサ５１、１８４の仕様を、センサー４７、１８３の測
定レンジに応じて特化できる利点がある。例えば、コンプレッサ５１は、供給する流体の
流量が多ければ、その圧力が低くとも良い。管路抵抗が比較的小さい内視鏡管路では、流
体の流量がある程度確保できれば、流量センサー４７により詰まり状況を高精度に検出で
きるからである。一方、コンプレッサ１８４は、供給する流体の圧力が大きければ、その
流量が少なくとも良い。管路抵抗が比較的大きな内視鏡管路では、流体の流量がある程度
あれば、流量の多寡に関わらず、圧力センサー１８３により詰まり状況を好適に検出でき
るからである。しかしながら、単独の送気送水系のみで、いずれの内視鏡管路の詰まり状
況をも検出するとすれば、大流量かつ高圧な流体を供給できるコンプレッサーが必要とな
る。そして、かかるコンプレッサーは、一般に高価である。したがって、この実施の形態
８によれば、各内視鏡管路の特性に応じて各コンプレッサ５１、１８４の仕様を特化でき
るので、安価なコンプレッサー５１、１８４により、送気送水系を構成できる利点がある
。また、各センサー４７、１８３の測定対象および測定レンジに適した各コンプレッサ５
１、１８４を選択できるので、精度の高い測定値を得られる利点がある。
【０２０６】
　また、この実施の形態８において、各内視鏡管路は、それぞれ管路抵抗が異なるため、
単一のポンプで流体を供給するとすれば、上記コンプレッサーの場合と同様に、大流量か
つ高圧な流体を供給できる高性能なポンプが必要となる。この点において、この実施の形
態８では、各内視鏡管路の管路抵抗の差異に応じて、好適なポンプ４５、１８５をそれぞ
れ別個に設ける。これにより、必要十分な仕様を有するポンプを適宜選択できるので、内
視鏡洗滌消毒装置１８０全体のコストを低減できる利点がある。また、各内視鏡管路の特
性に応じて好適なポンプを選択できるので、洗滌性および消毒性を高められる利点がある
。
【０２０７】
　なお、この実施の形態８では、管路抵抗が比較的小さく、流体が流れ易い内視鏡管路に
対しては、流量センサー４７を用いる。これは、内視鏡管路の詰まり状況を検出は、流量
による測定が直接かつ確実で好ましいからである。しかし、これに限らず、流量センサー
４７に代えて圧力センサーを設け、これにより、内視鏡管路の詰まり状況を検出しても良
い。
【０２０８】
　また、この実施の形態８には、実施の形態１～７における変形例と同様の変形例を適用
しても良い。例えば、送気送水系１８１、１８２に、流量センサーと圧力センサーの双方
を設けてもよい。これにより、いずれか測定し易いセンサーにより内視鏡管路の詰まり状
況を検出できる利点がある。また、例えば、エアではなく洗滌水や消毒液の供給流量およ
び供給圧力を、センサー４７、１８３により測定しても良い。かかる場合には、ポンプ４
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５、１８５により流体を供給する。これにより、内視鏡管路の特性に適したポンプを選択
できるので、洗滌性および消毒性を高められる利点がある。
【０２０９】
　また、この実施の形態８において、送気送水系１８１、１８２は、単一の制御部を用い
て順次稼働させても良いし、別個の制御部を構成して同時に稼働しても良い。前者は、新
たな制御部を設ける必要が無い点で好ましく、後者は、測定時間を短縮できる点で好まし
い。また、この実施の形態８において、送気送水系１８１、１８２は、それぞれポンプ４
５、１８５を有するが、単一のポンプを共用してもよい（第２０図参照）。例えば、内視
鏡管路の洗滌消毒にあたり、仕様の異なるポンプを用いる実益が少ない場合が該当する。
【０２１０】
　また、この実施の形態８において、管路抵抗が高い内視鏡管路が複数ある場合には、送
気送水系１８２を以下のように構成しても良い。第２１図は、かかる変形例を示す構成図
である。同図に示すように、送気送水系１８２側にも複数の電磁弁４８ｄ～４８ｆを設け
、これらを順次切り替えることにより各内視鏡管路の詰まり状況を検出しても良い。これ
により、特性が異なる内視鏡管路が、それぞれ複数ある場合にも対応できる利点がある。
【０２１１】
（実施の形態９）
　上記実施の形態１～８では、すすぎ工程（Ｓ５）の後に、内視鏡管路の詰まり状況を検
出するが、これに限らず、洗滌工程（Ｓ４）に先立って、詰まり状況を検出しても良い。
詰まりの有る内視鏡管路の洗滌消毒工程を省略できる利点がある。また、詰まりが有る場
合にて、洗滌水の供給による内視鏡管路の破損を防止できる利点がある。なお、詰まりが
発見された内視鏡は、一般には、別工程のメンテナンスに付される。また、検出の結果、
詰まりが無い場合には、ポンプの出力を内視鏡管路の耐性限度まで引き上げて、内視鏡管
路を洗滌することとしても良い。これにより、耐性限度での洗滌消毒が可能となるので、
内視鏡管路の洗滌性および消毒性を向上できる利点がある。
【産業上の利用可能性】
【０２１２】
　以上のように、この内視鏡洗滌消毒装置および内視鏡洗滌消毒方法は、各内視鏡管路の
特性に応じて、供給する流体の圧力もしくは流量を個別に調整するので、流体の圧力もし
くは流量の測定精度を高められ、内視鏡管路の詰まり状況を的確に検出できる点で有用で
ある。
【図面の簡単な説明】
【０２１３】
【図１】第１図は、本発明の第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置とその洗滌消毒対象
物である内視鏡を示す概略構成図である。
【図２】第２図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の洗滌消毒対象物である内視
鏡を組込んだ内視鏡装置のシステム全体の概略構成図である。
【図３】第３図は、第１の実施の形態の内視鏡及び画像処理装置の概略構成図である。
【図４】第４図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置のシステム全体の概略構成図
である。
【図５】第５図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の使用時に内視鏡内部の送気
送水管路にバイパスチューブと送水管路洗滌消毒用洗滌チューブとが接続された状態を示
す概略構成図である。
【図６】第６図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の使用時に内視鏡内部の吸引
管路に吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブと送水管路洗滌消毒用洗滌チューブとが接続され
た状態を示す概略構成図である。
【図７】第７図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の操作パネルを示す正面図で
ある。
【図８】第８図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の制御を行う制御部の概略構
成図である。
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【図９】第９図は、第１の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置による内視鏡の洗滌消毒動作
を説明するためのフローチャートである。
【図１０】第１０図は、本発明の第２の実施の形態を示す内視鏡洗滌消毒装置のシステム
全体の概略構成図である。
【図１１】第１１図は、第２の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の使用時に内視鏡にシリ
ンダ栓コネクタと内視鏡の送気管路洗滌消毒用洗滌チューブと内視鏡の送水管路洗滌消毒
用洗滌チューブとが接続された状態を示す概略構成図である。
【図１２】第１２図は、第２の実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の使用時に内視鏡にシリ
ンダ栓コネクタと鉗子栓コネクタと内視鏡の吸引管路洗滌消毒用洗滌チューブとが接続さ
れた状態を示す概略構成図である。
【図１３】第１３図は、本発明の第３の実施の形態を示す要部の概略構成図である。
【図１４】第１４図は、この発明の実施の形態４にかかる内視鏡洗滌消毒装置の要部を示
す構成図である。
【図１５】第１５図は、この発明の実施の形態５にかかる内視鏡洗滌消毒装置を示す構成
図である。
【図１６】第１６図は、実施の形態５の変形例の一例を示す構成図である。
【図１７】第１７図は、この発明の実施の形態７にかかる内視鏡洗滌消毒装置を示す構成
図である。
【図１８】第１８図は、実施の形態７の変形例の一例を示す構成図である。
【図１９】第１９図は、この実施の形態８にかかる内視鏡洗滌消毒装置を示す構成図であ
る。
【図２０】第２０図は、実施の形態８の変形例の一例を示す構成図である。
【図２１】第２１図は、実施の形態８の変形例の一例を示す構成図である。
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